
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
四
号

ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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第

十

章

　

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
、
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
及
び
玉

掛
け
技
能
講
習
（
第
二
百
四
十
四
条―

第
二

百
四
十
七
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令

（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
八
号
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を

い
う
。

二
　
建
設
用
リ
フ
ト
　
令
第
一
条
第
十
号
の
建
設
用
リ

フ
ト
を
い
う
。

三
　
簡
易
リ
フ
ト
　
令
第
一
条
第
九
号
の
簡
易
リ
フ
ト

を
い
う
。

四
　
つ
り
上
げ
荷
重
　
令
第
十
条
の
つ
り
上
げ
荷
重
を

い
う
。

五
　
積
載
荷
重
　
令
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
積
載

荷
重
を
い
う
。

六
　
定
格
荷
重
　
ク
レ
ー
ン
（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
で
ジ
ブ
を
有
し
な
い
も
の
又
は

デ
リ
ツ
ク
で
ブ
ー
ム
を
有
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て

は
、
つ
り
上
げ
荷
重
か
ら
、
ク
レ
ー
ン
で
ジ
ブ
を
有

す
る
も
の
（
以
下
「
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
」
と
い
う
。
）
、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
で
ブ
ー
ム
を
有
す

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
構
造
及
び
材
料
並
び
に

ジ
ブ
若
し
く
は
ブ
ー
ム
の
傾
斜
角
及
び
長
さ
又
は
ジ

ブ
の
上
に
お
け
る
ト
ロ
リ
の
位
置
に
応
じ
て
負
荷
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
荷
重
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具
の
重
量
に

相
当
す
る
荷
重
を
控
除
し
た
荷
重
を
い
う
。

七
　
定
格
速
度
　
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は

デ
リ
ツ
ク
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
定
格
荷
重
に
相
当

す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
走
行
、
旋

回
、
ト
ロ
リ
の
横
行
等
の
作
動
を
行
な
う
場
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
最
高
の
速
度
を
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
建
設

用
リ
フ
ト
又
は
簡
易
リ
フ
ト
に
あ
つ
て
は
、
搬
器
に

積
載
荷
重
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
上
昇
さ

せ
る
場
合
の
最
高
の
速
度
を
い
う
。

（
適
用
の
除
外
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
ク
レ
ー

ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
建
設
用
リ
フ
ト
又
は
簡
易
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

一
　
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ッ
ク

で
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
〇
・
五
ト
ン
未
満
の
も
の

二
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
建
設
用
リ
フ
ト
又
は
簡
易
リ
フ

ト
で
、
積
載
荷
重
が
〇
・
二
五
ト
ン
未
満
の
も
の

三
　
積
載
荷
重
が
〇
・
二
五
ト
ン
以
上
の
建
設
用
リ
フ

ト
で
、
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
（
昇
降
路
を
有
す
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
昇
降
路
）
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

四
　
せ
り
上
げ
装
置
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
四
十
九
号
）
別
表
第
一
第
一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
業
又
は
事
務
所
以
外
の
事
業
又
は

事
務
所
に
設
置
さ
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
船
舶
安
全

法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る

船
舶
に
用
い
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
主
と
し
て

一
般
公
衆
の
用
に
供
さ
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

第
二
章
　
ク
レ
ー
ン

第
一
節
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
三
条
　
ク
レ
ー
ン
（
令
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
ク

レ
ー
ン
に
限
る
。
以
下
本
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十

六
条
及
び
第
十
七
条
並
び
に
こ
の
章
第
四
節
及
び
第
五

節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

そ
の
製
造
し
よ
う
と
す
る
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
、
そ
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
労
働
局
長
（
以
下
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と

い
う
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
既
に
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
ク
レ
ー
ン
と
型
式

が
同
一
で
あ
る
ク
レ
ー
ン
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
許
可
型
式
ク
レ
ー
ン
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン

製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
ク
レ
ー
ン
の
組

立
図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所

轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設

備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴

の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
四
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許

可
に
係
る
ク
レ
ー
ン
又
は
許
可
型
式
ク
レ
ー
ン
を
製
造

す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
設
備
又

は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若
し
く
は
工
作
責
任
者

を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
都
道
府
県
労

働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
置
届
）

第
五
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ク
レ
ー
ン
設
置

届
（
様
式
第
二
号
）
に
ク
レ
ー
ン
明
細
書
（
様
式
第
三

号
）
、
ク
レ
ー
ン
の
組
立
図
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

ク
レ
ー
ン
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
及
び
次
の
事
項
を
記

載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
そ
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
据
え
付
け
る
箇
所
の
周
囲
の
状
況

二
　
基
礎
の
概
要

三
　
走
行
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、
走
行
す
る
範
囲

1



（
落
成
検
査
）

第
六
条
　
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該

検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
落
成
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
の

各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
う
ほ

か
、
荷
重
試
験
及
び
安
定
度
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
天
井
ク
レ
ー
ン
、
橋
形
ク
レ
ー
ン
等
転

倒
す
る
お
そ
れ
の
な
い
ク
レ
ー
ン
の
落
成
検
査
に
お
い

て
は
、
荷
重
試
験
に
限
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷
重
の

一
・
二
五
倍
に
相
当
す
る
荷
重
（
定
格
荷
重
が
二
百
ト

ン
を
こ
え
る
場
合
は
、
定
格
荷
重
に
五
十
ト
ン
を
加
え

た
荷
重
）
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
走
行
、
旋

回
、
ト
ロ
リ
の
横
行
等
の
作
動
を
行
な
う
も
の
と
す

る
。

４
　
第
二
項
の
安
定
度
試
験
は
、
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷
重

の
一
・
二
七
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ
て
、
当

該
ク
レ
ー
ン
の
安
定
に
関
し
最
も
不
利
な
条
件
で
地
切

り
す
る
こ
と
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
逸
走
防
止
装
置
、
レ
ー
ル
ク
ラ
ン
プ
等
の

装
置
は
、
作
用
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
を
行
な
う

前
一
年
以
内
に
第
八
条
第
一
項
の
仮
荷
重
試
験
が
行
な

わ
れ
た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
落
成
検
査
の
一
部
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
落
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン
落

成
検
査
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
る
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
前
条
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条

の
明
細
書
、
組
立
図
、
強
度
計
算
書
及
び
書
面
そ
の
他

落
成
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
落
成
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
七
条
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
を
受
け

る
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
荷
重
試
験
及
び
安
定
度
試
験

の
た
め
の
荷
及
び
玉
掛
用
具
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
査
に
係
る
ク

レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
当
該
検
査
を
受
け
る

者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
安
全
装
置
を
分
解
す
る
こ
と
。

二
　
塗
装
の
一
部
を
は
が
す
こ
と
。

三
　
リ
ベ
ツ
ト
を
抜
き
出
し
、
又
は
部
材
の
一
部
に
穴

を
あ
け
る
こ
と
。

四
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
一
部
を
切
断
す
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
検
査
の
た

め
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
会
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仮
荷
重
試
験
）

第
八
条
　
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該

許
可
に
係
る
ク
レ
ー
ン
又
は
許
可
型
式
ク
レ
ー
ン
に
つ

い
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
仮
荷
重
試
験

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
仮
荷
重
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン

仮
荷
重
試
験
申
請
書
（
様
式
第
五
号
）
に
ク
レ
ー
ン
の

組
立
図
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
仮
荷
重
試
験
を
行
つ

た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
仮
荷
重
試
験
成
績
表
（
様
式

第
六
号
）
を
作
成
し
、
前
項
の
仮
荷
重
試
験
を
受
け
た

者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ク
レ
ー
ン
検
査
証
）

第
九
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
に
合

格
し
た
ク
レ
ー
ン
又
は
第
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
ク

レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
申
請

書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
ク
レ
ー
ン
検
査
証
（
様
式

第
七
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン
検
査

証
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
ク
レ
ー
ン
検

査
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
次
の
書
面
を

添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
再
交

付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
当
該
ク

レ
ー
ン
検
査
証

３
　
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ
つ
た
と

き
は
、
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
異
動

後
十
日
以
内
に
、
ク
レ
ー
ン
検
査
証
書
替
申
請
書
（
様

式
第
八
号
）
に
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
添
え
て
、
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
書
替
え
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
十
条
　
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
落
成
検
査
の
結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を

二
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
置
報
告
書
）

第
十
一
条
　
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十
四
号
の
ク
レ
ー
ン

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
ク

レ
ー
ン
設
置
報
告
書
（
様
式
第
九
号
）
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
荷
重
試
験
等
）

第
十
二
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た

と
き
は
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
三
項

の
荷
重
試
験
及
び
同
条
第
四
項
の
安
定
度
試
験
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
走
行
ク
レ
ー
ン
と
建
設
物
等
と
の
間
隔
）

第
十
三
条
　
事
業
者
は
、
建
設
物
の
内
部
に
設
置
す
る
走

行
ク
レ
ー
ン
（
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
を
有
し
な
い
も
の
及

び
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
に
歩
道
を
有
し
な
い
も
の
を
除

く
。
）
と
当
該
建
設
物
又
は
そ
の
内
部
の
設
備
と
の
間

隔
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
当
該
走
行
ク
レ
ー
ン
に
天
が
い
（
ク
レ
ー
ン
ガ
ー

ダ
の
歩
道
の
上
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
当
該
歩
道
か

ら
の
高
さ
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

を
取
り
付
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
走
行
ク
レ
ー
ン
の
最
高
部
（
集
電
装
置
の
部

分
を
除
く
。
）
と
火
打
材
、
は
り
、
け
た
等
建
設
物

の
部
分
又
は
配
管
、
他
の
ク
レ
ー
ン
そ
の
他
の
設
備

で
、
当
該
走
行
ク
レ
ー
ン
の
上
方
に
あ
る
も
の
と
の

間
隔
は
、
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

二
　
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
の
歩
道
と
火
打
材
、
は
り
、
け

た
等
建
設
物
の
部
分
又
は
配
管
、
他
の
ク
レ
ー
ン
そ

の
他
の
設
備
で
、
当
該
歩
道
の
上
方
に
あ
る
も
の
と

の
間
隔
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
建
設
物
等
と
の
間
の
歩
道
）

第
十
四
条
　
事
業
者
は
、
走
行
ク
レ
ー
ン
又
は
旋
回
ク
レ

ー
ン
と
建
設
物
又
は
設
備
と
の
間
に
歩
道
を
設
け
る
と

き
は
、
そ
の
幅
を
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
歩
道
の
う
ち
建
設
物
の

柱
に
接
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
転
室
等
と
歩
道
と
の
間
隔
）

第
十
五
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
室
若
し
く
は

運
転
台
の
端
と
当
該
運
転
室
若
し
く
は
運
転
台
に
通
ず

る
歩
道
の
端
と
の
間
隔
又
は
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
の
歩
道

の
端
と
当
該
歩
道
に
通
ず
る
歩
道
の
端
と
の
間
隔
に
つ

い
て
は
、
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
労
働
者
が
墜
落
す
る
こ
と
に
よ
る
危

険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

第
二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
検
査
証
の
備
付
け
）

第
十
六
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作
業
を
行

な
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
な
う
場
所
に
、
当
該
ク

レ
ー
ン
の
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
制
限
）

第
十
七
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
法
第

三
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

（
以
下
「
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
」
と
い
う
。
）

（
ク
レ
ー
ン
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
設
計
の
基
準
と
さ
れ
た
負
荷
条
件
）

第
十
七
条
の
二
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
と

き
は
、
当
該
ク
レ
ー
ン
の
構
造
部
分
を
構
成
す
る
鋼
材

等
の
変
形
、
折
損
等
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
ク
レ
ー

ン
の
設
計
の
基
準
と
さ
れ
た
荷
重
を
受
け
る
回
数
及
び

常
態
と
し
て
つ
る
荷
の
重
さ
（
以
下
「
負
荷
条
件
」
と

い
う
。
）
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

（
巻
過
ぎ
の
防
止
）

第
十
八
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
の
巻
過
防
止
装
置
に

つ
い
て
は
、
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具

の
上
面
又
は
当
該
つ
り
具
の
巻
上
げ
用
シ
ー
ブ
の
上
面

と
ド
ラ
ム
、
シ
ー
ブ
、
ト
ロ
リ
フ
レ
ー
ム
そ
の
他
当
該

上
面
が
接
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
（
傾
斜
し
た
ジ
ブ

を
除
く
。
）
の
下
面
と
の
間
隔
が
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル

以
上
（
直
働
式
の
巻
過
防
止
装
置
に
あ
つ
て
は
、
〇
・

〇
五
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
　
事
業
者
は
、
巻
過
防
止
装
置
を
具
備
し
な
い

ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に

標
識
を
付
す
る
こ
と
、
警
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
等
巻

上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
巻
過
ぎ
に
よ
る
労
働
者
の
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
安
全
弁
の
調
整
）

第
二
十
条
　
事
業
者
は
、
水
圧
又
は
油
圧
を
動
力
と
し
て

用
い
る
ク
レ
ー
ン
の
当
該
水
圧
又
は
油
圧
の
過
度
の
昇

圧
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
弁
に
つ
い
て
は
、
定
格
荷

重
（
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、
最
大
の
定
格
荷

重
）
に
相
当
す
る
荷
重
を
か
け
た
と
き
の
水
圧
又
は
油

圧
に
相
当
す
る
圧
力
以
下
で
作
用
す
る
よ
う
に
調
整
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
格
荷
重
を
こ
え
る
荷
重
を
か

け
る
場
合
又
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
荷
重
試
験
若

し
く
は
安
定
度
試
験
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
場
合
に
お
け
る
水
圧
又
は
油
圧
に
相
当
す
る
圧
力
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で
作
用
す
る
よ
う
に
調
整
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

（
外
れ
止
め
装
置
の
使
用
）

第
二
十
条
の
二
　
事
業
者
は
、
玉
掛
け
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

等
が
フ
ツ
ク
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
装

置
（
以
下
「
外
れ
止
め
装
置
」
と
い
う
。
）
を
具
備
す

る
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
荷
を
つ
り
上
げ
る
と
き
は
、
当

該
外
れ
止
め
装
置
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
ク
レ
ー

ン
の
運
転
の
業
務
に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当

該
労
働
者
に
対
し
、
当
該
業
務
に
関
す
る
安
全
の
た
め

の
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
つ
り
上
げ
荷
重
が
五
ト
ン
未
満
の
ク
レ
ー
ン

二
　
つ
り
上
げ
荷
重
が
五
ト
ン
以
上
の

こ跨
線
テ
ル
ハ

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
力
学
に
関
す

る
知
識

四
　
関
係
法
令

五
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転

六
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

３
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七

条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
就
業
制
限
）

第
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
六
号
に
掲
げ

る
業
務
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

免
許
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
、
当
該
業
務
に
就
か
せ

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
床
上
で
運
転
し
、
か
つ
、

当
該
運
転
を
す
る
者
が
荷
の
移
動
と
と
も
に
移
動
す
る

方
式
の
ク
レ
ー
ン
（
以
下
「
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
」

と
い
う
。
）
の
運
転
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
床
上
操
作

式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
を
当
該
業

務
に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
に
そ
の
定
格
荷
重

を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
は
、
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
と
き

は
、
定
格
荷
重
を
こ
え
、
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る

荷
重
試
験
で
か
け
た
荷
重
ま
で
荷
重
を
か
け
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
あ
ら
か
じ
め
、
ク
レ
ー
ン
特
例
報
告
書
（
様
式
第

十
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
す
る
こ

と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
、
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
荷
重

試
験
を
行
な
い
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
。

三
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
指
名
し
て
、
そ
の
者
の
直

接
の
指
揮
の
も
と
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
。

３
　
事
業
者
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
荷
重
試
験

を
行
な
つ
た
と
き
、
及
び
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷
重
を
こ

え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を

記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
傾
斜
角
の
制
限
）

第
二
十
四
条
　
事
業
者
は
、
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
ク
レ
ー
ン
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ジ
ブ
の
傾

斜
角
（
つ
り
上
げ
荷
重
が
三
ト
ン
未
満
の
ジ
ブ
ク
レ
ー

ン
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
を
製
造
し
た
者
が
指
定
し
た
ジ

ブ
の
傾
斜
角
）
の
範
囲
を
こ
え
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
定
格
荷
重
の
表
示
等
）

第
二
十
四
条
の
二
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作

業
を
行
う
と
き
は
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者
及
び
玉
掛
け

を
す
る
者
が
当
該
ク
レ
ー
ン
の
定
格
荷
重
を
常
時
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
表
示
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
の
合
図
）

第
二
十
五
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作
業
を

行
な
う
と
き
は
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
に
つ
い
て
一
定
の

合
図
を
定
め
、
合
図
を
行
な
う
者
を
指
名
し
て
、
そ
の

者
に
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者
に
単
独
で
作
業
を
行
な
わ
せ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
指
名
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
作
業
に
従
事

す
る
と
き
は
、
同
項
の
合
図
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
第
一
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
合

図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搭
乗
の
制
限
）

第
二
十
六
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す
る
作
業

場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
、
ク
レ
ー
ン
に
よ

り
運
搬
し
、
又
は
つ
り
上
げ
て
作
業
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

第
二
十
七
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
場
合
又
は
安
全
な

作
業
の
遂
行
上
必
要
な
場
合
は
、
ク
レ
ー
ン
の
つ
り
具

に
専
用
の
搭
乗
設
備
を
設
け
て
当
該
搭
乗
設
備
に
労
働

者
（
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
を
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
搭
乗
設
備
に
つ
い
て
は
、
墜
落

に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
次
の
事
項
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
搭
乗
設
備
の
転
位
及
び
脱
落
を
防
止
す
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二
　
労
働
者
に
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
安
衛
則

第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
要
求
性
能
墜

落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
命
綱
（
以
下

「
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
」
と
い
う
。
）
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用

器
具
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る

こ
と
。

四
　
搭
乗
設
備
を
下
降
さ
せ
る
と
き
は
、
動
力
下
降
の

方
法
に
よ
る
こ
と
。

３
　
労
働
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
性
能
墜
落

制
止
用
器
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

第
二
十
八
条
　
事
業
者
は
、
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
を
用
い

て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
若

し
く
は
横
行
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
シ
ー
ブ

又
は
そ
の
取
付
け
部
の
破
損
に
よ
り
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ

ー
プ
が
跳
ね
、
又
は
当
該
シ
ー
ブ
若
し
く
は
そ
の
取
付

具
が
飛
来
す
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、

当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
内
角
側
で
、
当
該
危
険
を
生
ず

る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業

に
従
事
す
る
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
に
係
る
作
業
を
行

う
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る

者
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
荷
（
第
六
号
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
つ
り
具
を
含
む
。
）
の
下
に
立
ち
入
る
こ
と

に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す

る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
ハ
ッ
カ
ー
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

二
　
つ
り
ク
ラ
ン
プ
一
個
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷

が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
、
つ
り
チ
ェ
ー
ン
、
繊
維
ロ
ー
プ

又
は
繊
維
ベ
ル
ト
（
以
下
第
百
十
五
条
ま
で
に
お
い

て
「
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
一

箇
所
に
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
き
（
当
該
荷
に
設
け
ら
れ
た
穴
又
は
ア
イ
ボ
ル
ト

に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
を
通
し
て
玉
掛
け
を
し
て
い
る

場
合
を
除
く
。
）
。

四
　
複
数
の
荷
が
一
度
に
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合

で
あ
つ
て
、
当
該
複
数
の
荷
が
結
束
さ
れ
、
箱
に
入

れ
ら
れ
る
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

五
　
磁
力
又
は
陰
圧
に
よ
り
吸
着
さ
せ
る
つ
り
具
又
は

玉
掛
用
具
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
き
。

六
　
動
力
下
降
以
外
の
方
法
に
よ
り
荷
又
は
つ
り
具
を

下
降
さ
せ
る
と
き
。

（
並
置
ク
レ
ー
ン
の
修
理
等
の
作
業
）

第
三
十
条
　
事
業
者
は
、
同
一
の
ラ
ン
ウ
エ
イ
に
並
置
さ

れ
て
い
る
走
行
ク
レ
ー
ン
の
修
理
、
調
整
、
点
検
等
の

作
業
を
行
な
う
と
き
、
又
は
ラ
ン
ウ
エ
イ
の
上
そ
の
他

走
行
ク
レ
ー
ン
が
労
働
者
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
労

働
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
監
視
人
を
お
く
こ
と
、
ラ
ン

ウ
エ
イ
の
上
に
ス
ト
ツ
パ
ー
を
設
け
る
こ
と
等
走
行
ク

レ
ー
ン
と
走
行
ク
レ
ー
ン
が
衝
突
し
、
又
は
走
行
ク
レ

ー
ン
が
労
働
者
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働
者
の
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
運
転
禁
止
等
）

第
三
十
条
の
二
　
事
業
者
は
、
天
井
ク
レ
ー
ン
の
ク
レ
ー

ン
ガ
ー
ダ
の
上
又
は
橋
形
ク
レ
ー
ン
の
ク
レ
ー
ン
ガ
ー

ダ
、
カ
ン
チ
レ
バ
若
し
く
は
脚
の
上
に
お
い
て
当
該
天

井
ク
レ
ー
ン
若
し
く
は
橋
形
ク
レ
ー
ン
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
天
井
ク
レ
ー
ン
等
」
と
い
う
。
）
又
は
当

該
天
井
ク
レ
ー
ン
等
に
近
接
す
る
建
物
、
機
械
、
設
備

等
の
点
検
、
補
修
、
塗
装
等
の
作
業
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
天
井
ク
レ
ー
ン
等
の
点
検
等
の
作
業
」
と
い

う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
天
井
ク
レ
ー
ン
等
が
不
意
に

起
動
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働
者
の
墜
落
、
挟
ま
れ
等
の

危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
天
井
ク
レ
ー
ン
等
の
運

転
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
当
該
天
井
ク
レ
ー
ン
等
の

操
作
部
分
に
運
転
を
禁
止
す
る
旨
の
表
示
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
井
ク
レ
ー
ン
等
の
点
検
等

の
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
定
め
、
そ
の
者
に
天
井
ク
レ

ー
ン
等
の
点
検
等
の
作
業
を
指
揮
さ
せ
、
か
つ
、
天
井

ク
レ
ー
ン
等
の
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
、
カ
ン
チ
レ
バ
又
は

脚
の
上
に
お
い
て
天
井
ク
レ
ー
ン
等
の
点
検
等
の
作
業

に
従
事
す
る
労
働
者
と
当
該
天
井
ク
レ
ー
ン
等
を
運
転

す
る
者
と
の
間
の
連
絡
及
び
合
図
の
方
法
を
定
め
、
当
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該
方
法
に
よ
り
連
絡
及
び
合
図
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
暴
風
時
に
お
け
る
逸
走
の
防
止
）

第
三
十
一
条
　
事
業
者
は
、
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
く
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
屋

外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
走
行
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
逸

走
防
止
装
置
を
作
用
さ
せ
る
等
そ
の
逸
走
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
強
風
時
の
作
業
中
止
）

第
三
十
一
条
の
二
　
事
業
者
は
、
強
風
の
た
め
、
ク
レ
ー

ン
に
係
る
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る

と
き
は
、
当
該
作
業
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
強
風
時
に
お
け
る
損
壊
の
防
止
）

第
三
十
一
条
の
三
　
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
作

業
を
中
止
し
た
場
合
で
あ
つ
て
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
の
ジ
ブ

が
損
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
ジ
ブ
の
位

置
を
固
定
さ
せ
る
等
に
よ
り
ジ
ブ
の
損
壊
に
よ
る
労
働

者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
運
転
位
置
か
ら
の
離
脱
の
禁
止
）

第
三
十
二
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者
を
、
荷

を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位
置
か
ら
離
れ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
運
転
者
は
、
荷
を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位

置
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
組
立
て
等
の
作
業
）

第
三
十
三
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
の
組
立
て
又
は
解

体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
の
指

揮
の
も
と
に
作
業
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る

者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁

止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業

の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
作
業
を
指
揮
す
る
者

に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
労
働
者
の
配
置
を
決
定
し
、
作

業
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
材
料
の
欠
点
の
有
無
並
び
に
器
具
及
び
工
具
の
機

能
を
点
検
し
、
不
良
品
を
取
り
除
く
こ
と
。

三
　
作
業
中
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
保

護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
三
十
四
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
後
、

一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
一
年
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
ク
レ
ー
ン
の

当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
自
主
検
査
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
自
主
検
査
に
お
い
て
は
、
荷

重
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
自
主
検
査
を
行
う
日
前
二
月
以
内
に
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
荷
重
試
験
を
行
つ
た
ク

レ
ー
ン
又
は
当
該
自
主
検
査
を
行
う
日
後
二
月
以
内

に
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ク
レ

ー
ン

二
　
発
電
所
、
変
電
所
等
の
場
所
で
荷
重
試
験
を
行
う

こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
荷
重
試
験

の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
ク
レ
ー
ン

４
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷
重
に
相

当
す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
走
行
、
旋

回
、
ト
ロ
リ
の
横
行
等
の
作
動
を
定
格
速
度
に
よ
り
行

な
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
五
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
一
月

以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
自

主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一

月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
ク
レ
ー
ン
の
当
該
使
用

し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
過
負
荷
警

報
装
置
そ
の
他
の
警
報
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ

ツ
チ
の
異
常
の
有
無

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
及
び
つ
り
チ
エ
ー
ン
の
損
傷
の

有
無

三
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具
の
損
傷

の
有
無

四
　
配
線
、
集
電
装
置
、
配
電
盤
、
開
閉
器
及
び
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
の
異
常
の
有
無

五
　
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、
メ
イ
ン
ロ
ー

プ
、
レ
ー
ル
ロ
ー
プ
及
び
ガ
イ
ロ
ー
プ
を
緊
結
し
て

い
る
部
分
の
異
常
の
有
無
並
び
に
ウ
イ
ン
チ
の
据
付

け
の
状
態

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
三
十
六
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作
業
を

行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
、
ク
ラ
ツ
チ
及
び
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
機
能

二
　
ラ
ン
ウ
エ
イ
の
上
及
び
ト
ロ
リ
が
横
行
す
る
レ
ー

ル
の
状
態

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
箇
所
の
状
態

（
暴
風
後
等
の
点
検
）

第
三
十
七
条
　
事
業
者
は
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ク

レ
ー
ン
を
用
い
て
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
メ
ー
ト
ル
を

こ
え
る
風
が
吹
い
た
後
に
作
業
を
行
な
う
と
き
、
又
は

ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
中
震
以
上
の
震
度
の
地
震
の
後
に

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
ク
レ
ー
ン
の

各
部
分
の
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
主
検
査
等
の
記
録
）

第
三
十
八
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検
査

及
び
点
検
（
第
三
十
六
条
の
点
検
を
除
く
。
）
の
結
果

を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
補
修
）

第
三
十
九
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検
査

又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め

た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
性
能
検
査

（
性
能
検
査
）

第
四
十
条
　
ク
レ
ー
ン
に
係
る
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の

性
能
検
査
（
以
下
「
性
能
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
は
、
ク
レ
ー
ン
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い

て
点
検
を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と

す
る
。

２
　
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
荷
重
試
験

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
性
能
検
査
の
申
請
等
）

第
四
十
一
条
　
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
（
法
第
五
十

三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
う
も
の

に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン
性

能
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
四
十
二
条
　
第
七
条
の
規
定
（
同
条
第
一
項
中
安
定
度

試
験
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
前
条
の
ク
レ
ー

ン
に
係
る
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
四
十
三
条
　
登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
四
十
一
条
第

二
項
に
規
定
す
る
登
録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
は
、
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
に
合
格
し

た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期

間
を
更
新
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
二
年
未
満
又
は
二
年
を
超
え

三
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
が
性
能
検
査
の
業
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
四
十
三
条
の
二
　
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働

基
準
監
督
署
長
が
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
の
業
務

の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る
前
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
登
録
性
能
検
査

機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
又
は

登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
五
節
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等

（
変
更
届
）

第
四
十
四
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

ク
レ
ー
ン
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
）
に
ク
レ
ー
ン
検

査
証
及
び
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
（
第
五
号
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ク
レ
ー
ン
ガ
ー
ダ
、
ジ
ブ
、
脚
、
塔
そ
の
他
の
構

造
部
分

二
　
原
動
機

三
　
ブ
レ
ー
キ

四
　
つ
り
上
げ
機
構

五
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
又
は
つ
り
チ
エ
ー
ン

六
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具

（
変
更
検
査
）

第
四
十
五
条
　
前
条
第
一
号
に
該
当
す
る
部
分
に
変
更
を

加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督

署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該
検
査
の
必
要
が
な
い

と
認
め
た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
変
更

検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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３
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー
ン
変

更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の
届
出

を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検
査
証
及
び
図
面
そ

の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
四
十
六
条
　
第
七
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査
を
受
け
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
四
十
七
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検
査

に
合
格
し
た
ク
レ
ー
ン
又
は
第
四
十
五
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
当
該
ク
レ
ー
ン
検
査
証

に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
裏

書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
休
止
の
報
告
）

第
四
十
八
条
　
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
が
ク
レ
ー

ン
の
使
用
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
休
止
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有

効
期
間
を
経
過
し
た
後
に
わ
た
る
と
き
は
、
当
該
ク
レ

ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
中
に
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
）

第
四
十
九
条
　
使
用
を
休
止
し
た
ク
レ
ー
ン
を
再
び
使
用

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
使
用

再
開
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
使
用
再
開
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ク
レ
ー

ン
使
用
再
開
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
五
十
条
　
第
七
条
の
規
定
は
、
使
用
再
開
検
査
を
受
け

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
五
十
一
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
使
用
再
開

検
査
に
合
格
し
た
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
当
該
ク
レ
ー

ン
検
査
証
に
検
査
期
日
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
裏
書

を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
五
十
二
条
　
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
が
当
該
ク

レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
、
又

は
つ
り
上
げ
荷
重
を
三
ト
ン
未
満
（
ス
タ
ツ
カ
ー
式
ク

レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、
一
ト
ン
未
満
）
に
変
更
し
た
と

き
は
、
そ
の
者
は
、
遅
滞
な
く
、
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
章
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン

第
一
節
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
五
十
三
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
（
令
第
十
二
条
第
一
項

第
四
号
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
限
る
。
以
下
本
条
か
ら

第
六
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
並

び
に
こ
の
章
第
四
節
及
び
第
五
節
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
造
し
よ
う
と
す

る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
所
轄

都
道
府
県
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
既
に
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
移
動
式

ク
レ
ー
ン
と
型
式
が
同
一
で
あ
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン

（
次
条
に
お
い
て
「
許
可
型
式
移
動
式
ク
レ
ー
ン
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
式
ク

レ
ー
ン
製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
移
動
式

ク
レ
ー
ン
の
組
立
図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設

備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴

の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
五
十
四
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当

該
許
可
に
係
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
許
可
型
式
移
動

式
ク
レ
ー
ン
を
製
造
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
第
二
号
の
設
備
又
は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若

し
く
は
工
作
責
任
者
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
製
造
検
査
）

第
五
十
五
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
製
造
し
た
者
は
、
法

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
移
動
式
ク

レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
の
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
製
造
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行

な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
及
び
安
定
度
試
験
を
行
な
う
も

の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷

重
の
一
・
二
五
倍
に
相
当
す
る
荷
重
（
定
格
荷
重
が
二

百
ト
ン
を
こ
え
る
場
合
は
、
定
格
荷
重
に
五
十
ト
ン
を

加
え
た
荷
重
）
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
旋
回
、

走
行
等
の
作
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
安
定
度
試
験
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
定

格
荷
重
の
一
・
二
七
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ

て
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
安
定
に
関
し
最
も
不
利

な
条
件
で
地
切
り
す
る
こ
と
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す

る
。

５
　
製
造
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
製
造
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
五
号
）
に
移
動
式

ク
レ
ー
ン
明
細
書
（
様
式
第
十
六
号
）
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
の
組
立
図
及
び
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
移
動
式
ク

レ
ー
ン
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
を
添
え
て
、
所
轄
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
移
動

式
ク
レ
ー
ン
が
既
に
製
造
検
査
に
合
格
し
て
い
る
移
動

式
ク
レ
ー
ン
と
寸
法
及
び
つ
り
上
げ
荷
重
が
同
一
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
組
立
図
及
び
強
度
計
算
書
の
添
付
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
製
造
検
査
に
合
格
し

た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
刻
印
を

押
し
、
か
つ
、
そ
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
明
細
書
に
様
式

第
十
八
号
に
よ
る
製
造
検
査
済
の
印
を
押
し
て
前
項
の

規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

（
製
造
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
五
十
六
条
　
製
造
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
を

受
け
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
し
や
す
い
位
置
に
移
す
こ
と
。

二
　
荷
重
試
験
及
び
安
定
度
試
験
の
た
め
の
荷
及
び
玉

掛
用
具
を
準
備
す
る
こ
と
。

２
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
製
造
検
査
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
査
に
係
る
移

動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
当
該
検
査
を

受
け
る
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
安
全
装
置
を
分
解
す
る
こ
と
。

二
　
塗
装
の
一
部
を
は
が
す
こ
と
。

三
　
リ
ベ
ツ
ト
を
抜
き
出
し
、
又
は
部
材
の
一
部
に
穴

を
あ
け
る
こ
と
。

四
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
一
部
を
切
断
す
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
検
査
の
た

め
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
製
造
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
会
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
検
査
）

第
五
十
七
条
　
次
の
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
都
道

府
県
労
働
局
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
輸
入
し
た
者

二
　
製
造
検
査
又
は
こ
の
項
若
し
く
は
次
項
の
検
査

（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
使
用
検
査
」
と
い
う
。
）

を
受
け
た
後
設
置
し
な
い
で
二
年
以
上
（
設
置
し
な

い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
都
道
府
県
労

働
局
長
が
認
め
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
三

年
以
上
）
経
過
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
者

三
　
使
用
を
廃
止
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
再
び
設
置

し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
者

２
　
外
国
に
お
い
て
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
製
造
し
た
者

は
、
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
移

動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
都
道
府
県
労
働
局
長
の
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
輸
入
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
第
五
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、

使
用
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
使
用
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
使
用
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
九
号
）
に
移
動
式

ク
レ
ー
ン
明
細
書
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
組
立
図
及
び

第
五
十
五
条
第
五
項
の
強
度
計
算
書
を
添
え
て
、
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
輸
入
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て

製
造
し
た
者
が
使
用
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
前
項
の
申
請
書
に
当
該
申
請
に
係
る
移
動
式
ク
レ

ー
ン
の
構
造
が
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
る
基
準
（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
構
造
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
者
（
外
国
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に

限
る
。
）
が
明
ら
か
に
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

６
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
使
用
検
査
に
合
格
し
た
移

動
式
ク
レ
ー
ン
に
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
刻
印
を
押

し
、
か
つ
、
そ
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
明
細
書
に
様
式
第

二
十
号
に
よ
る
使
用
検
査
済
の
印
を
押
し
て
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

（
使
用
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
五
十
八
条
　
第
五
十
六
条
の
規
定
は
、
使
用
検
査
を
受

け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
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あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
）

第
五
十
九
条
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
都
道
府
県

労
働
局
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
に

合
格
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第

五
十
五
条
第
五
項
又
は
第
五
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
移
動
式
ク
レ
ー

ン
検
査
証
（
様
式
第
二
十
一
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と

す
る
。

２
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
滅
失
し
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八

号
）
に
次
の
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署

長
を
経
由
し
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
交
付
を
受
け

た
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
再
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、

当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証

３
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ

つ
た
と
き
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者

は
、
当
該
異
動
後
十
日
以
内
に
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検

査
証
書
替
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
移
動
式
ク
レ
ー

ン
検
査
証
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経

由
し
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
交
付
を
受
け
た
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
書
替
え
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
六
十
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、

二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の

結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を
二
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
検
査
又
は
使
用

検
査
を
受
け
た
後
設
置
さ
れ
て
い
な
い
移
動
式
ク
レ
ー

ン
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と

都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
検
査
証
の
有
効
期
間
を
製
造
検

査
又
は
使
用
検
査
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え

ず
、
か
つ
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
設
置
報
告
書
）

第
六
十
一
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
設
置
報

告
書
（
様
式
第
九
号
）
に
移
動
式
ク
レ
ー
ン
明
細
書

（
製
造
検
査
済
又
は
使
用
検
査
済
の
印
を
押
し
た
も
の
）

及
び
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
添
え
て
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
荷
重
試
験
等
）

第
六
十
二
条
　
事
業
者
は
、
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十
五

号
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
と
き
は
、
当
該
移

動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
第
五
十
五
条
第
三
項
の
荷

重
試
験
及
び
同
条
第
四
項
の
安
定
度
試
験
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
検
査
証
の
備
付
け
）

第
六
十
三
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
、

そ
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
を
備
え
付
け
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
制
限
）

第
六
十
四
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
移
動
式
ク
レ
ー

ン
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
設
計
の
基
準
と
さ
れ
た
負
荷
条
件
）

第
六
十
四
条
の
二
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
使

用
す
る
と
き
は
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
構
造
部
分

を
構
成
す
る
鋼
材
等
の
変
形
、
折
損
等
を
防
止
す
る
た

め
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
設
計
の
基
準
と
さ
れ
た

負
荷
条
件
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

（
巻
過
防
止
装
置
の
調
整
）

第
六
十
五
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
巻
過
防

止
装
置
に
つ
い
て
は
、
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等

の
つ
り
具
の
上
面
又
は
当
該
つ
り
具
の
巻
上
げ
用
シ
ー

ブ
の
上
面
と
ジ
ブ
の
先
端
の
シ
ー
ブ
そ
の
他
当
該
上
面

が
接
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
（
傾
斜
し
た
ジ
ブ
を
除

く
。
）
の
下
面
と
の
間
隔
が
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上

（
直
働
式
の
巻
過
防
止
装
置
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五

メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
弁
の
調
整
）

第
六
十
六
条
　
事
業
者
は
、
水
圧
又
は
油
圧
を
動
力
と
し

て
用
い
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
当
該
水
圧
又
は
油
圧
の

過
度
の
昇
圧
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
弁
に
つ
い
て

は
、
最
大
の
定
格
荷
重
に
相
当
す
る
荷
重
を
か
け
た
と

き
の
水
圧
又
は
油
圧
に
相
当
す
る
圧
力
以
下
で
作
用
す

る
よ
う
に
調
整
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
第
六
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
荷
重
試
験
又
は
安
定

度
試
験
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
に

お
け
る
水
圧
又
は
油
圧
に
相
当
す
る
圧
力
で
作
用
す
る

よ
う
に
調
整
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
作
業
の
方
法
等
の
決
定
等
）

第
六
十
六
条
の
二
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用

い
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
転
倒

等
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
、
当
該
作
業
に
係
る
場
所
の
広
さ
、
地
形
及
び
地

質
の
状
態
、
運
搬
し
よ
う
と
す
る
荷
の
重
量
、
使
用
す

る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
種
類
及
び
能
力
等
を
考
慮
し

て
、
次
の
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
作
業
の
方
法

二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の

方
法

三
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
作
業
に
係
る
労
働
者
の

配
置
及
び
指
揮
の
系
統

２
　
事
業
者
は
、
前
項
各
号
の
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、

当
該
事
項
に
つ
い
て
、
作
業
の
開
始
前
に
、
関
係
労
働

者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
れ
止
め
装
置
の
使
用
）

第
六
十
六
条
の
三
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用

い
て
荷
を
つ
り
上
げ
る
と
き
は
、
外
れ
止
め
装
置
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
六
十
七
条
　
事
業
者
は
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
一
ト
ン
未

満
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
（
道
路
交
通
法
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の

道
路
上
を
走
行
さ
せ
る
運
転
を
除
く
。
）
の
業
務
に
労

働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
当

該
業
務
に
関
す
る
安
全
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
力
学

に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

五
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

六
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

３
　
安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二

項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
就
業
制
限
）

第
六
十
八
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
七
号
に
掲
げ

る
業
務
に
つ
い
て
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
、
当
該
業
務
に
就
か
せ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
一
ト
ン
以
上

五
ト
ン
未
満
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
（
以
下
「
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
」
と
い
う
。
）
の
運
転
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
を
修
了
し

た
者
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
六
十
九
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
そ
の
定

格
荷
重
を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
傾
斜
角
の
制
限
）

第
七
十
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ジ

ブ
の
傾
斜
角
（
つ
り
上
げ
荷
重
が
三
ト
ン
未
満
の
移
動

式
ク
レ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
を
製
造
し
た
者
が
指

定
し
た
ジ
ブ
の
傾
斜
角
）
の
範
囲
を
こ
え
て
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
。

（
定
格
荷
重
の
表
示
等
）

第
七
十
条
の
二
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い

て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者

及
び
玉
掛
け
を
す
る
者
が
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
定

格
荷
重
を
常
時
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
表
示
そ
の

他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
禁
止
）

第
七
十
条
の
三
　
事
業
者
は
、
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ

と
、
埋
設
物
そ
の
他
地
下
に
存
す
る
工
作
物
が
損
壊
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
移
動
式
ク
レ
ー
ン
が

転
倒
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作
業
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
場
所
に
お
い
て
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
転

倒
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
広
さ
及
び
強
度
を
有
す
る

鉄
板
等
が
敷
設
さ
れ
、
そ
の
上
に
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を

設
置
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
位
置
）

第
七
十
条
の
四
　
事
業
者
は
、
前
条
た
だ
し
書
の
場
合
に

お
い
て
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
を
使
用
す
る
移
動
式
ク
レ
ー

ン
を
用
い
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
ア
ウ
ト
リ
ガ

ー
を
当
該
鉄
板
等
の
上
で
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
が
転

倒
す
る
お
そ
れ
の
な
い
位
置
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
等
の
張
り
出
し
）

第
七
十
条
の
五
　
事
業
者
は
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
を
有
す
る

移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
拡
幅
式
の
ク
ロ
ー
ラ
を
有
す
る

移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当

該
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
又
は
ク
ロ
ー
ラ
を
最
大
限
に
張
り
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
又

は
ク
ロ
ー
ラ
を
最
大
限
に
張
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
掛
け
る
荷

重
が
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
又
は
ク
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ロ
ー
ラ
の
張
り
出
し
幅
に
応
じ
た
定
格
荷
重
を
下
回
る

こ
と
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
運
転
の
合
図
）

第
七
十
一
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
に

つ
い
て
一
定
の
合
図
を
定
め
、
合
図
を
行
な
う
者
を
指

名
し
て
、
そ
の
者
に
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者
に
単
独

で
作
業
を
行
な
わ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
指
名
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
作
業
に
従
事

す
る
と
き
は
、
同
項
の
合
図
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
第
一
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
合

図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搭
乗
の
制
限
）

第
七
十
二
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
使
用
す

る
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
に
よ
り
運
搬
し
、
又
は
つ
り
上
げ
て
作
業
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
十
三
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
場
合
又
は
安
全
な

作
業
の
遂
行
上
必
要
な
場
合
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の

つ
り
具
に
専
用
の
搭
乗
設
備
を
設
け
て
当
該
搭
乗
設
備

に
労
働
者
（
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
を
乗

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
搭
乗
設
備
に
つ
い
て
は
、
墜
落

に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
次
の
事
項
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
搭
乗
設
備
の
転
位
及
び
脱
落
を
防
止
す
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二
　
労
働
者
に
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
を
使
用

さ
せ
る
こ
と
。

三
　
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用

器
具
等
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る

こ
と
。

四
　
搭
乗
設
備
と
搭
乗
者
と
の
総
重
量
の
一
・
三
倍
に

相
当
す
る
重
量
に
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
た
値

が
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
定
格
荷
重
を
こ
え
な

い
こ
と
。

五
　
搭
乗
設
備
を
下
降
さ
せ
る
と
き
は
、
動
力
下
降
の

方
法
に
よ
る
こ
と
。

３
　
労
働
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
要
求
性
能
墜
落

制
止
用
器
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

第
七
十
四
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
作

業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従

事
す
る
者
が
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
上
部
旋
回
体
と

接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る

箇
所
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見

や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
四
条
の
二
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係

る
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業

に
従
事
す
る
者
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
荷
（
第
六
号

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
つ
り
具
を
含
む
。
）
の
下
に
立

ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇

所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ハ
ッ
カ
ー
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

二
　
つ
り
ク
ラ
ン
プ
一
個
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷

が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
を
用
い
て
一
箇
所
に
玉
掛
け
を

し
た
荷
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
（
当
該
荷
に

設
け
ら
れ
た
穴
又
は
ア
イ
ボ
ル
ト
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

等
を
通
し
て
玉
掛
け
を
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
。

四
　
複
数
の
荷
が
一
度
に
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合

で
あ
つ
て
、
当
該
複
数
の
荷
が
結
束
さ
れ
、
箱
に
入

れ
ら
れ
る
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

五
　
磁
力
又
は
陰
圧
に
よ
り
吸
着
さ
せ
る
つ
り
具
又
は

玉
掛
用
具
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
き
。

六
　
動
力
下
降
以
外
の
方
法
に
よ
り
荷
又
は
つ
り
具
を

下
降
さ
せ
る
と
き
。

（
強
風
時
の
作
業
中
止
）

第
七
十
四
条
の
三
　
事
業
者
は
、
強
風
の
た
め
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
に
係
る
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想

さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
強
風
時
に
お
け
る
転
倒
の
防
止
）

第
七
十
四
条
の
四
　
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
作

業
を
中
止
し
た
場
合
で
あ
つ
て
移
動
式
ク
レ
ー
ン
が
転

倒
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー

ン
の
ジ
ブ
の
位
置
を
固
定
さ
せ
る
等
に
よ
り
移
動
式
ク

レ
ー
ン
の
転
倒
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
位
置
か
ら
の
離
脱
の
禁
止
）

第
七
十
五
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
者

を
、
荷
を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位
置
か
ら
離
れ
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
運
転
者
は
、
荷
を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位

置
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
ジ
ブ
の
組
立
て
等
の
作
業
）

第
七
十
五
条
の
二
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
ジ

ブ
の
組
立
て
又
は
解
体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
の
指

揮
の
下
に
作
業
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る

者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁

止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業

の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
作
業
を
指
揮
す
る
者

に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
労
働
者
の
配
置
を
決
定
し
、
作

業
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
材
料
の
欠
点
の
有
無
並
び
に
器
具
及
び
工
具
の
機

能
を
点
検
し
、
不
良
品
を
取
り
除
く
こ
と
。

三
　
作
業
中
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
保

護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
七
十
六
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し

た
後
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
移
動

式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
年
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な

い
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
自
主

検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
自
主
検
査
に
お
い
て
は
、
荷

重
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

自
主
検
査
を
行
う
日
前
二
月
以
内
に
第
八
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
荷
重
試
験
を
行
つ
た
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
当
該
自
主
検
査
を
行
う
日
後
二
月
以
内
に
移

動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
移
動

式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
定
格
荷

重
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
旋

回
、
走
行
等
の
作
動
を
定
格
速
度
に
よ
り
行
な
う
も
の

と
す
る
。

第
七
十
七
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
移
動
式
ク
レ

ー
ン
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
過
負
荷
警

報
装
置
そ
の
他
の
警
報
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ

ツ
チ
の
異
常
の
有
無

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
及
び
つ
り
チ
エ
ー
ン
の
損
傷
の

有
無

三
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具
の
損
傷

の
有
無

四
　
配
線
、
配
電
盤
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
異
常
の

有
無

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
七
十
八
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る

前
に
、
巻
過
防
止
装
置
、
過
負
荷
警
報
装
置
そ
の
他
の

警
報
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
、
ク
ラ
ツ
チ
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
自
主
検
査
の
記
録
）

第
七
十
九
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検
査

の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
補
修
）

第
八
十
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検
査
又

は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た

と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
性
能
検
査

（
性
能
検
査
）

第
八
十
一
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
に
お

い
て
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機

能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な

う
も
の
と
す
る
。

２
　
第
七
十
六
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
荷
重
試
験

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
性
能
検
査
の
申
請
等
）

第
八
十
二
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
（
法

第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行

う
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
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式
ク
レ
ー
ン
性
能
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
八
十
三
条
　
第
五
十
六
条
の
規
定
（
同
条
第
一
項
第
二

号
中
安
定
度
試
験
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
前

条
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査
を
受
け
る
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五

十
六
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ

る
の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
八
十
四
条
　
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
移
動
式
ク
レ
ー

ン
に
係
る
性
能
検
査
に
合
格
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更

新
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検

査
の
結
果
に
よ
り
二
年
未
満
又
は
二
年
を
超
え
三
年
以

内
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
が
性
能
検
査
の
業
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
八
十
四
条
の
二
　
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働

基
準
監
督
署
長
が
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
係
る
性
能
検
査

の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る

前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
登
録
性

能
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署

長
又
は
登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
五
節
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等

（
変
更
届
）

第
八
十
五
条
　
事
業
者
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
変
更
届
（
様
式
第
十
二

号
）
に
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
及
び
変
更
し
よ
う
と

す
る
部
分
（
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
図

面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ジ
ブ
そ
の
他
の
構
造
部
分

二
　
原
動
機

三
　
ブ
レ
ー
キ

四
　
つ
り
上
げ
機
構

五
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
又
は
つ
り
チ
エ
ー
ン

六
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具

七
　
台
車

（
変
更
検
査
）

第
八
十
六
条
　
前
条
第
一
号
又
は
第
七
号
に
該
当
す
る
部

分
に
変
更
を
加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該
検

査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
第
五
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
変
更
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
変
更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条

の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検
査
証
及
び

図
面
そ
の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
八
十
七
条
　
第
五
十
六
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査
を
受

け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

同
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る

の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
八
十
八
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検
査

に
合
格
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
第
八
十
六
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
当
該
移

動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び

検
査
結
果
に
つ
い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
休
止
の
報
告
）

第
八
十
九
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
が

移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
使
用
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
休
止
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
移
動
式

ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期
間
を
経
過
し
た
後
に
わ
た

る
と
き
は
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
の
有
効
期

間
中
に
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
）

第
九
十
条
　
使
用
を
休
止
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
再
び

使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
第
五
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
使
用
再
開
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
使
用
再
開
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
使
用
再
開
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）

を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
九
十
一
条
　
第
五
十
六
条
の
規
定
は
、
使
用
再
開
検
査

を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」

と
あ
る
の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
九
十
二
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
使
用
再
開

検
査
に
合
格
し
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
当
該

移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
に
検
査
期
日
及
び
検
査
結
果

に
つ
い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
九
十
三
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
者
が

当
該
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
を
廃
止

し
た
と
き
、
又
は
つ
り
上
げ
荷
重
を
三
ト
ン
未
満
に
変

更
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
遅
滞
な
く
、
移
動
式
ク

レ
ー
ン
検
査
証
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
デ
リ
ツ
ク

第
一
節
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
九
十
四
条
　
デ
リ
ッ
ク
（
令
第
十
二
条
第
一
項
第
五
号

の
デ
リ
ッ
ク
に
限
る
。
以
下
本
条
か
ら
第
百
条
ま
で
、

第
百
三
条
及
び
第
百
四
条
並
び
に
こ
の
章
第
四
節
及
び

第
五
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
製
造
し
よ
う
と
す
る
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
既
に
当
該
許
可
を

受
け
て
い
る
デ
リ
ッ
ク
と
型
式
が
同
一
で
あ
る
デ
リ
ッ

ク
（
次
条
に
お
い
て
「
許
可
型
式
デ
リ
ッ
ク
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
デ
リ
ッ
ク

製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
デ
リ
ッ
ク
の
組

立
図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所

轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設

備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴

の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
九
十
五
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当

該
許
可
に
係
る
デ
リ
ッ
ク
又
は
許
可
型
式
デ
リ
ッ
ク
を

製
造
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
設

備
又
は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若
し
く
は
工
作
責

任
者
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
都
道
府

県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
置
届
）

第
九
十
六
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
デ
リ
ッ
ク
設
置
届
（
様
式
第
二
十
三
号
）
に
デ
リ

ッ
ク
明
細
書
（
様
式
第
二
十
四
号
）
、
デ
リ
ッ
ク
の
組

立
図
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
デ
リ
ッ
ク
の
種
類
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
構
造
部
分
の
強

度
計
算
書
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え

て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
据
え
付
け
る
箇
所
の
周
囲
の
状
況

二
　
基
礎
の
概
要

三
　
控
え
の
固
定
の
方
法

２
　
土
木
、
建
築
等
の
工
事
の
作
業
に
用
い
る
デ
リ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
同
一
の
作
業
場
に
お
い
て
移
設
す
る
必

要
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
移
設
す
る
箇
所
を
予
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
移
設
に
つ
い
て
の
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
移
設
前
の
設
置
に
つ

い
て
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
併
せ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
落
成
検
査
）

第
九
十
七
条
　
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
た
者
は
、
法
第
三
十

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い

て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が

当
該
検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
落
成
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
デ
リ
ツ
ク
の

各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
う
ほ

か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
デ
リ
ツ
ク
に
定
格
荷
重
の

一
・
二
五
倍
に
相
当
す
る
荷
重
（
定
格
荷
重
が
二
百
ト

ン
を
こ
え
る
場
合
は
、
定
格
荷
重
に
五
十
ト
ン
を
加
え

た
荷
重
）
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
旋
回
及
び
ブ

ー
ム
の
起
伏
の
作
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

４
　
落
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
落

成
検
査
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
第
一
項
の

届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
項
の
明
細
書
、
組
立

図
、
強
度
計
算
書
及
び
書
面
そ
の
他
落
成
検
査
に
必
要

な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
落
成
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
九
十
八
条
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
を

受
け
る
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
荷
重
試
験
の
た
め
の
荷

及
び
玉
掛
用
具
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
査
に
係
る
デ

リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
当
該
検
査
を
受
け
る

者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
安
全
装
置
を
分
解
す
る
こ
と
。

二
　
塗
装
の
一
部
を
は
が
す
こ
と
。

三
　
リ
ベ
ツ
ト
を
抜
き
出
し
、
又
は
部
材
の
一
部
に
穴

を
あ
け
る
こ
と
。

四
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
一
部
を
切
断
す
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
検
査
の
た

め
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
会
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
）

第
九
十
九
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査

に
合
格
し
た
デ
リ
ッ
ク
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
デ
リ
ッ
ク
検
査

証
（
様
式
第
七
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
土
木
、
建
築
等
の
工
事
の
作
業
に
用

い
る
デ
リ
ッ
ク
で
、
第
九
十
六
条
第
二
項
（
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
届
出
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
移
設
後
の
デ
リ
ッ

ク
に
つ
い
て
の
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
当
該
移
設
前
の
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
デ
リ
ッ
ク

検
査
証
の
交
付
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
検
査

証
を
滅
失
し
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
デ
リ
ツ
ク
検
査

証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
次
の
書
面
を
添

え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
再
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
当
該
デ

リ
ツ
ク
検
査
証

３
　
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ
つ
た
と

き
は
、
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
異
動

後
十
日
以
内
に
、
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
書
替
申
請
書
（
様

式
第
八
号
）
に
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
を
添
え
て
、
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
書
替
え
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
百
条
　
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
二
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
落
成
検
査
の
結
果
に
よ
り
当
該
期
間
を

二
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
置
報
告
書
）

第
百
一
条
　
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十
六
号
の
デ
リ
ッ
ク

（
設
置
か
ら
廃
止
ま
で
の
期
間
が
六
十
日
未
満
の
も
の

を
除
く
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
デ
リ
ッ
ク
設
置
報
告
書
（
様
式
第
二
十
五

号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
荷
重
試
験
）

第
百
二
条
　
事
業
者
は
、
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十
六
号

の
デ
リ
ッ
ク
を
設
置
し
た
と
き
は
、
当
該
デ
リ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
第
九
十
七
条
第
三
項
の
荷
重
試
験
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
検
査
証
の
備
付
け
）

第
百
三
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
を
用
い
て
作
業
を
行

な
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
な
う
場
所
に
、
当
該
デ

リ
ツ
ク
の
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
制
限
）

第
百
四
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
デ
リ
ツ
ク
の
構
造
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

（
巻
過
ぎ
の
防
止
）

第
百
五
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
の
巻
過
防
止
装
置
に

つ
い
て
は
、
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具

の
上
面
又
は
当
該
つ
り
具
の
巻
上
げ
用
シ
ー
ブ
の
上
面

と
ブ
ー
ム
の
先
端
の
シ
ー
ブ
そ
の
他
当
該
上
面
が
接
触

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
（
ブ
ー
ム
を
除
く
。
）
の
下
面

と
の
間
隔
が
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
（
直
働
式
の
巻

過
防
止
装
置
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
以

上
）
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
百
六
条
　
事
業
者
は
、
巻
過
防
止
装
置
を
具
備
し
な
い

デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
は
、
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に

標
識
を
付
す
る
こ
と
、
警
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
等
巻

上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
巻
過
ぎ
に
よ
る
労
働
者
の
危

険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
百
七
条
　
事
業
者
は
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
五
ト
ン
未
満

の
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
の
業
務
に
労
働
者
を
つ
か
せ
る
と

き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
当
該
業
務
に
関
す
る
安

全
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
デ
リ
ツ
ク
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
力
学
に
関
す

る
知
識

四
　
関
係
法
令

五
　
デ
リ
ツ
ク
の
運
転

六
　
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
の
た
め
の
合
図

３
　
安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二

項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
就
業
制
限
）

第
百
八
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
八
号
に
掲
げ
る

業
務
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免

許
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
、
当
該
業
務
に
就
か
せ
て

は
な
ら
な
い
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
百
九
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
に
そ
の
定
格
荷
重
を

こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
は
、
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
と
き

は
、
定
格
荷
重
を
こ
え
、
第
九
十
七
条
第
三
項
に
規
定

す
る
荷
重
試
験
で
か
け
た
荷
重
ま
で
荷
重
を
か
け
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
あ
ら
か
じ
め
、
デ
リ
ツ
ク
特
例
報
告
書
（
様
式
第

十
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
す
る
こ

と
。

二
　
あ
ら
か
じ
め
、
第
九
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る

荷
重
試
験
を
行
な
い
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
。

三
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
指
名
し
て
、
そ
の
者
の
直

接
の
指
揮
の
も
と
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
。

３
　
事
業
者
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
荷
重
試
験

を
行
な
つ
た
と
き
及
び
デ
リ
ツ
ク
に
定
格
荷
重
を
こ
え

る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
記

録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
傾
斜
角
の
制
限
）

第
百
十
条
　
事
業
者
は
、
ブ
ー
ム
を
有
す
る
デ
リ
ツ
ク
に

つ
い
て
は
、
デ
リ
ツ
ク
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ブ

ー
ム
の
傾
斜
角
（
つ
り
上
げ
荷
重
が
二
ト
ン
未
満
の
デ

リ
ツ
ク
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
設
置
の
た
め
の
設
計
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
ブ
ー
ム
の
傾
斜
角
）
の
範
囲
を

こ
え
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
運
転
の
合
図
）

第
百
十
一
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
を
用
い
て
作
業
を

行
な
う
と
き
は
、
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
に
つ
い
て
一
定
の

合
図
を
定
め
、
合
図
を
行
な
う
者
を
指
名
し
て
、
そ
の

者
に
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
者
に
単
独
で
作
業
を
行
な
わ
せ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
指
名
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
作
業
に
従
事

す
る
と
き
は
、
同
項
の
合
図
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
第
一
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
合

図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搭
乗
の
制
限
）

第
百
十
二
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
を
使
用
す
る
作
業

場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
、
デ
リ
ッ
ク
に
よ

り
運
搬
し
、
又
は
つ
り
上
げ
て
作
業
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

第
百
十
三
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
場
合
又
は
安
全
な

作
業
の
遂
行
上
必
要
な
場
合
は
、
デ
リ
ッ
ク
の
つ
り
具

に
専
用
の
搭
乗
設
備
を
設
け
て
当
該
搭
乗
設
備
に
労
働

者
（
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
を
乗
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項

の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
立
入
禁
止
）

第
百
十
四
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
作
業
を

行
う
と
き
は
、
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
若
し
く
は
起

伏
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
シ
ー
ブ
又
は
そ
の

取
付
け
部
の
破
損
に
よ
り
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
跳

ね
、
又
は
当
該
シ
ー
ブ
若
し
く
は
そ
の
取
付
具
が
飛
来

す
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
の
内
角
側
で
、
当
該
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ

の
あ
る
箇
所
に
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す

る
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見

や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
五
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
作
業
を
行

う
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る

者
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
荷
（
第
六
号
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
つ
り
具
を
含
む
。
）
の
下
に
立
ち
入
る
こ
と

に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す

る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
ハ
ッ
カ
ー
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

二
　
つ
り
ク
ラ
ン
プ
一
個
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷

が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
を
用
い
て
一
箇
所
に
玉
掛
け
を

し
た
荷
が
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
（
当
該
荷
に

9



設
け
ら
れ
た
穴
又
は
ア
イ
ボ
ル
ト
に
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

等
を
通
し
て
玉
掛
け
を
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
。

四
　
複
数
の
荷
が
一
度
に
つ
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合

で
あ
つ
て
、
当
該
複
数
の
荷
が
結
束
さ
れ
、
箱
に
入

れ
ら
れ
る
等
に
よ
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

五
　
磁
力
又
は
陰
圧
に
よ
り
吸
着
さ
せ
る
つ
り
具
又
は

玉
掛
用
具
を
用
い
て
玉
掛
け
を
し
た
荷
が
つ
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
き
。

六
　
動
力
下
降
以
外
の
方
法
に
よ
り
荷
又
は
つ
り
具
を

下
降
さ
せ
る
と
き
。

（
暴
風
時
の
措
置
）

第
百
十
六
条
　
事
業
者
は
、
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
く
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
屋

外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
ブ
ー
ム

を
マ
ス
ト
又
は
地
上
の
固
定
物
に
固
縛
す
る
等
ブ
ー
ム

の
動
揺
に
よ
る
デ
リ
ツ
ク
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
強
風
時
の
作
業
中
止
）

第
百
十
六
条
の
二
　
事
業
者
は
、
強
風
の
た
め
、
デ
リ
ッ

ク
に
係
る
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る

と
き
は
、
当
該
作
業
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
位
置
か
ら
の
離
脱
の
禁
止
）

第
百
十
七
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
の
運
転
者
を
、
荷

を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位
置
か
ら
離
れ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。

２
　
前
項
の
運
転
者
は
、
荷
を
つ
つ
た
ま
ま
で
、
運
転
位

置
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
組
立
て
等
の
作
業
）

第
百
十
八
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
の
組
立
て
又
は
解

体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
の
指

揮
の
も
と
に
作
業
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る

者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁

止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業

の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
作
業
を
指
揮
す
る
者

に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
労
働
者
の
配
置
を
決
定
し
、
作

業
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
材
料
の
欠
点
の
有
無
並
び
に
器
具
及
び
工
具
の
機

能
を
点
検
し
、
不
良
品
を
取
り
除
く
こ
と
。

三
　
作
業
中
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
保

護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
百
十
九
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
た
後
、

一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
デ
リ
ツ
ク
に

つ
い
て
、
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
一
年
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
デ
リ
ツ
ク

の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
自
主
検
査
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
自
主
検
査
に
お
い
て
は
、
荷

重
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

自
主
検
査
を
行
う
日
前
二
月
以
内
に
第
百
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
荷
重
試
験
を
行
つ
た
デ
リ
ッ
ク

又
は
当
該
自
主
検
査
を
行
う
日
後
二
月
以
内
に
デ
リ
ッ

ク
検
査
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
デ
リ
ツ
ク
に
定
格
荷
重
に
相

当
す
る
荷
重
の
荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
旋
回
及
び

ブ
ー
ム
の
起
伏
の
作
動
を
定
格
速
度
に
よ
り
行
な
う
も

の
と
す
る
。

第
百
二
十
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
は
、
一

月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
デ
リ
ツ
ク
の
当
該
使

用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
ブ
レ
ー
キ

及
び
ク
ラ
ツ
チ
の
異
常
の
有
無

二
　
ウ
イ
ン
チ
の
据
付
け
の
状
態

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
損
傷
の
有
無

四
　
ガ
イ
ロ
ー
プ
を
緊
結
し
て
い
る
部
分
の
異
常
の

有
無

五
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具
の
損
傷

の
有
無

六
　
配
線
、
開
閉
器
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
異
常
の

有
無

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
百
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ツ
ク
を
用
い
て
作
業

を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前

に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
、
ク
ラ
ツ
チ
及
び
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
機
能

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
箇
所
の
状
態

（
暴
風
後
等
の
点
検
）

第
百
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る

デ
リ
ツ
ク
を
用
い
て
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
メ
ー
ト
ル

を
こ
え
る
風
が
吹
い
た
後
に
作
業
を
行
な
う
と
き
、
又

は
デ
リ
ツ
ク
を
用
い
て
中
震
以
上
の
震
度
の
地
震
の
後

に
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
デ
リ
ツ
ク

の
各
部
分
の
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
主
検
査
等
の
記
録
）

第
百
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
及
び
点
検
（
第
百
二
十
一
条
の
点
検
を
除
く
。
）
の

結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
補
修
）

第
百
二
十
四
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
性
能
検
査

（
性
能
検
査
）

第
百
二
十
五
条
　
デ
リ
ツ
ク
に
係
る
性
能
検
査
に
お
い
て

は
、
デ
リ
ツ
ク
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て

点
検
を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す

る
。

２
　
第
百
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
荷
重
試
験

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
性
能
検
査
の
申
請
等
）

第
百
二
十
六
条
　
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
性
能
検
査
（
法
第
五

十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
う
も

の
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
デ
リ
ッ
ク

性
能
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
二
十
七
条
　
第
九
十
八
条
の
規
定
は
、
前
条
の
デ
リ

ッ
ク
に
係
る
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
百
二
十
八
条
　
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
デ
リ
ッ
ク
に

係
る
性
能
検
査
に
合
格
し
た
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
デ

リ
ッ
ク
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り

二
年
未
満
又
は
二
年
を
超
え
三
年
以
内
の
期
間
を
定
め

て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
が
性
能
検
査
の
業
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
百
二
十
八
条
の
二
　
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労

働
基
準
監
督
署
長
が
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
性
能
検
査
の
業

務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る
前
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
登
録
性
能
検

査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
又

は
登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
五
節
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等

（
変
更
届
）

第
百
二
十
九
条
　
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
デ
リ
ッ
ク
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
）
に
デ
リ
ッ

ク
検
査
証
及
び
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
（
第
五
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
マ
ス
ト
、
ブ
ー
ム
、
控
え
そ
の
他
の
構
造
部
分

二
　
原
動
機

三
　
ブ
レ
ー
キ

四
　
つ
り
上
げ
機
構

五
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
又
は
つ
り
チ
エ
ー
ン

六
　
フ
ツ
ク
、
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ツ
ト
等
の
つ
り
具

七
　
基
礎

（
変
更
検
査
）

第
百
三
十
条
　
前
条
第
一
号
又
は
第
七
号
に
該
当
す
る
部

分
に
変
更
を
加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
当
該
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該
検
査
の
必

要
が
な
い
と
認
め
た
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２
　
第
九
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
変
更

検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
変

更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の
届
出

を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検
査
証
及
び
図
面
そ

の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
三
十
一
条
　
第
九
十
八
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査
を

受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
百
三
十
二
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検

査
に
合
格
し
た
デ
リ
ツ
ク
又
は
第
百
三
十
条
第
一
項
た

だ
し
書
の
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
当
該
デ
リ
ツ
ク
検
査
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証
に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て

裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
休
止
の
報
告
）

第
百
三
十
三
条
　
デ
リ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い
る
者
が
デ
リ

ッ
ク
の
使
用
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
休
止
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
の

有
効
期
間
を
経
過
し
た
後
に
わ
た
る
と
き
は
、
当
該
デ

リ
ッ
ク
検
査
証
の
有
効
期
間
中
に
そ
の
旨
を
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
）

第
百
三
十
四
条
　
使
用
を
休
止
し
た
デ
リ
ツ
ク
を
再
び
使

用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
当
該
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
九
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
使
用

再
開
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
使
用
再
開
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
デ
リ
ツ

ク
使
用
再
開
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
三
十
五
条
　
第
九
十
八
条
の
規
定
は
、
使
用
再
開
検

査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
百
三
十
六
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
使
用
再

開
検
査
に
合
格
し
た
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
当
該
デ
リ

ツ
ク
検
査
証
に
検
査
期
日
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
裏

書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
百
三
十
七
条
　
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
て
い
る
者
が
当
該

デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
、

又
は
つ
り
上
げ
荷
重
を
二
ト
ン
未
満
に
変
更
し
た
と
き

は
、
そ
の
者
は
、
遅
滞
な
く
、
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
（
第

九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
移
設
前
の
デ
リ
ツ
ク

に
つ
い
て
の
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
の
交
付
を
も
つ
て
代
え

ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
を
除

く
。
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

第
一
節
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
百
三
十
八
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
令
第
十
二
条
第
一
項

第
六
号
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
限
る
。
以
下
本
条
か
ら
第

百
四
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第
百
四
十
八

条
並
び
に
こ
の
章
第
四
節
及
び
第
五
節
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
造
し
よ

う
と
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
型
式
が
同
一
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
次
条
に
お
い
て
「
許
可
型
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
組
立
図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添

え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設

備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴

の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
百
三
十
九
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、

当
該
許
可
に
係
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
許
可
型
式
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
製
造
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項

第
二
号
の
設
備
又
は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若
し

く
は
工
作
責
任
者
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
設
置
届
）

第
百
四
十
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
届
（
様
式
第
二
十
六
号
）

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
明
細
書
（
様
式
第
二
十
七
号
）
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
組
立
図
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
及
び
次
の
事
項
を
記

載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
据
え
付
け
る
箇
所
の
周
囲
の
状
況

二
　
屋
外
に
設
置
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
つ
て
は
、

基
礎
の
概
要
及
び
控
え
の
固
定
の
方
法

２
　
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
建

築
物
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
届

に
同
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請

書
の
う
ち
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
す
る
部
分
の
写
し
及
び

同
法
第
六
条
第
四
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
確
認
済

証
の
写
し
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
落
成
検
査
）

第
百
四
十
一
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
者
は
、
法

第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準

監
督
署
長
が
当
該
検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
前
条
第
二
項
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
落
成
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な

う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
積
載
荷
重

の
一
・
二
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
、
昇
降

の
作
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

４
　
落
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
落
成
検
査
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
第
一

項
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
項
の
明
細
書
、

組
立
図
、
強
度
計
算
書
及
び
書
面
そ
の
他
落
成
検
査
に

必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
条
第
二
項
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
同
条
第
一

項
の
届
出
を
行
つ
た
者
（
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り

同
項
の
届
出
を
し
て
い
な
い
者
を
含
む
。
）
は
、
建
築

基
準
法
第
七
条
第
五
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
検
査

済
証
の
写
し
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
落
成
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
四
十
二
条
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査

を
受
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
荷
重
試
験
の
た

め
の
荷
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
事
項
を
、
当
該
検
査
を
受
け
る

者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
会
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
）

第
百
四
十
三
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検

査
に
合
格
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
第
百
四
十
一
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
又
は
同
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
済
証
の
写
し
を
提
出
し
た

者
に
対
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
（
様
式
第
二
十
八

号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
検
査
証
を
滅
失
し
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
検
査
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に

次
の
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提

出
し
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
当

該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証

３
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ
つ

た
と
き
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、

当
該
異
動
後
十
日
以
内
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
書

替
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証

を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
書

替
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
百
四
十
四
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間

は
、
一
年
と
す
る
。

（
設
置
報
告
書
）

第
百
四
十
五
条
　
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十
七
号
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
設
置
か
ら
廃
止
ま
で
の
期
間
が
六
十
日
未

満
の
も
の
を
除
く
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
報
告
書
（
様

式
第
二
十
九
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
荷
重
試
験
）

第
百
四
十
六
条
　
事
業
者
は
、
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十

七
号
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
と
き
は
、
当
該
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
第
百
四
十
一
条
第
三
項
の
荷

重
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
建
築

基
準
法
第
七
条
第
四
項
（
同
法
第
八
十
七
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
検
査

が
行
わ
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。第

二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
検
査
証
の
備
付
け
）

第
百
四
十
七
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
な
う
場
所

に
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
を

備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
制
限
）

第
百
四
十
八
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
安
全
装
置
の
調
整
）

第
百
四
十
九
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
フ
ア
イ

ナ
ル
リ
ミ
ツ
ト
ス
イ
ツ
チ
、
非
常
止
め
そ
の
他
の
安
全

装
置
が
有
効
に
作
用
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
を
調
整
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
百
五
十
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
そ
の
積
載

荷
重
を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
運
転
方
法
の
周
知
）

第
百
五
十
一
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
運
転
者

が
選
任
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
者
の
み
が
運
転
す
る
も
の

を
除
く
。
）
の
運
転
の
方
法
及
び
故
障
し
た
場
合
に
お

け
る
処
置
を
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
労
働

者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
暴
風
時
の
措
置
）

第
百
五
十
二
条
　
事
業
者
は
、
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
五

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
く
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

は
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
控
え
の
数
を
増
す
等
そ
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
組
立
て
等
の
作
業
）

第
百
五
十
三
条
　
事
業
者
は
、
屋
外
に
設
置
す
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
昇
降
路
塔
又
は
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
支
持
塔
の
組

立
て
又
は
解
体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
の
指

揮
の
も
と
に
作
業
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る

者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁

止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業

の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
作
業
を
指
揮
す
る
者

に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
労
働
者
の
配
置
を
決
定
し
、
作

業
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
材
料
の
欠
点
の
有
無
並
び
に
器
具
及
び
工
具
の
機

能
を
点
検
し
、
不
良
品
を
取
り
除
く
こ
と
。

三
　
作
業
中
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
保

護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
百
五
十
四
条
　
事
業
者
は
、
令
第
十
三
条
第
三
項
第
十

七
号
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
後
、
一
年
以
内
ご

と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
一
年
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
当
該
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
自
主
検

査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
十
五
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
　
フ
ア
イ
ナ
ル
リ
ミ
ツ
ト
ス
イ
ツ
チ
、
非
常
止
め
そ

の
他
の
安
全
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
及
び
制
御
装
置
の
異

常
の
有
無

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
損
傷
の
有
無

三
　
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
状
態

四
　
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
つ

て
は
、
ガ
イ
ロ
ー
プ
を
緊
結
し
て
い
る
部
分
の
異
常

の
有
無

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
暴
風
後
等
の
点
検
）

第
百
五
十
六
条
　
事
業
者
は
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
用
い
て
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
い
た
後
又
は
中
震
以
上
の
震
度

の
地
震
の
後
に
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
各
部
分
の
異
常
の
有
無
に

つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
主
検
査
等
の
記
録
）

第
百
五
十
七
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
及
び
点
検
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
修
）

第
百
五
十
八
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
性
能
検
査

（
性
能
検
査
）

第
百
五
十
九
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
係
る
性
能
検
査
に
お

い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能

に
つ
い
て
点
検
を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う

も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
積
載
荷
重

に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
、
昇
降
の
作
動
を
定

格
速
度
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
性
能
検
査
の
申
請
等
）

第
百
六
十
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
係
る
性
能
検
査
（
法
第

五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
う

も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
性
能
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
六
十
一
条
　
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
前
条
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
係
る
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
百
六
十
二
条
　
登
録
性
能
検
査
機
関
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
係
る
性
能
検
査
に
合
格
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の

結
果
に
よ
り
一
年
未
満
又
は
一
年
を
超
え
二
年
以
内
の

期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
が
性
能
検
査
の
業
務
を
行
う
場

合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
百
六
十
二
条
の
二
　
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労

働
基
準
監
督
署
長
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
係
る
性
能
検
査

の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る

前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
登
録
性

能
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署

長
又
は
登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
五
節
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等

（
変
更
届
）

第
百
六
十
三
条
　
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
）

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
及
び
変
更
し
よ
う
と
す
る
部

分
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
図
面
を
添

え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
搬
器
又
は
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト

二
　
巻
上
げ
機
又
は
原
動
機

三
　
ブ
レ
ー
キ

四
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

五
　
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
あ
つ

て
は
、
昇
降
路
塔
、
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
支
持
塔
又
は

控
え

（
変
更
検
査
）

第
百
六
十
四
条
　
前
条
第
一
号
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る

部
分
に
つ
い
て
変
更
を
加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が

当
該
検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
第
百
四
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
変

更
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
変
更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の

届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検
査
証
及
び
図

面
そ
の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
六
十
五
条
　
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査

を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
百
六
十
六
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検

査
に
合
格
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
第
百
六
十
四
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
当
該
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び
検

査
結
果
に
つ
い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
休
止
の
報
告
）

第
百
六
十
七
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
者
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
休
止
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
を
経
過
し
た
後
に
わ
た
る
と

き
は
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
中
に

そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
）

第
百
六
十
八
条
　
使
用
を
休
止
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
再

び
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
第
百
四
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
使

用
再
開
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
使
用
再
開
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
使
用
再
開
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
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所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
使
用
再
開
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
六
十
九
条
　
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
使
用
再
開

検
査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
百
七
十
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
使
用
再
開

検
査
に
合
格
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
当
該
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
に
検
査
期
日
及
び
検
査
結
果
に
つ

い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
百
七
十
一
条
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
者
が

当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ

の
者
は
、
遅
滞
な
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
建
設
用
リ
フ
ト

第
一
節
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
百
七
十
二
条
　
建
設
用
リ
フ
ト
（
令
第
十
二
条
第
一
項

第
七
号
の
建
設
用
リ
フ
ト
に
限
る
。
以
下
本
条
か
ら
第

百
七
十
八
条
ま
で
、
第
百
八
十
条
及
び
第
百
八
十
一
条

並
び
に
こ
の
章
第
四
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
製
造
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
造
し
よ
う
と
す
る
建
設
用

リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
所
轄
都
道
府
県
労

働
局
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
既
に
当
該
許
可
を
受
け
て
い
る
建
設
用
リ
フ
ト
と

型
式
が
同
一
で
あ
る
建
設
用
リ
フ
ト
（
次
条
に
お
い
て

「
許
可
型
式
建
設
用
リ
フ
ト
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
建
設
用
リ

フ
ト
製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
建
設
用
リ

フ
ト
の
組
立
図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添

え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設

備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴

の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
百
七
十
三
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、

当
該
許
可
に
係
る
建
設
用
リ
フ
ト
又
は
許
可
型
式
建
設

用
リ
フ
ト
を
製
造
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項

第
二
号
の
設
備
又
は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若
し

く
は
工
作
責
任
者
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
設
置
届
）

第
百
七
十
四
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
建
設
用
リ
フ
ト
設
置
届
（
様
式
第
三
十
号
）

に
建
設
用
リ
フ
ト
明
細
書
（
様
式
第
三
十
一
号
）
、
建

設
用
リ
フ
ト
の
組
立
図
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
設

用
リ
フ
ト
の
種
類
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
及
び
次
の
事
項
を
記

載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
据
え
付
け
る
箇
所
の
周
囲
の
状
況

二
　
基
礎
の
概
要

三
　
控
え
の
固
定
の
方
法

（
落
成
検
査
）

第
百
七
十
五
条
　
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
た
者
は
、
法

第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
建
設
用
リ

フ
ト
に
つ
い
て
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
が
当
該
検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
建
設
用

リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
落
成
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
建
設
用
リ
フ

ト
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な

う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
積
載
荷
重

の
一
・
二
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
、
昇
降

の
作
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

４
　
落
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
建
設
用
リ
フ

ト
落
成
検
査
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の
届

出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
明
細
書
、
組
立

図
、
強
度
計
算
書
及
び
書
面
そ
の
他
落
成
検
査
に
必
要

な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
落
成
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
七
十
六
条
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査

を
受
け
る
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
荷
重
試
験
の
た

め
の
荷
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検
査
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
査
に
係
る
建

設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
当
該
検
査
を
受

け
る
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
塗
装
の
一
部
を
は
が
す
こ
と
。

二
　
リ
ベ
ツ
ト
を
抜
き
出
し
、
又
は
部
材
の
一
部
に
穴

を
あ
け
る
こ
と
。

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
一
部
を
切
断
す
る
こ
と
。

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
検
査
の
た

め
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
落
成
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
会
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
）

第
百
七
十
七
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
落
成
検

査
に
合
格
し
た
建
設
用
リ
フ
ト
又
は
第
百
七
十
五
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
に
対
し
、

建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
（
様
式
第
三
十
二
号
）
を
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
建
設
用
リ

フ
ト
検
査
証
を
滅
失
し
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
建
設

用
リ
フ
ト
検
査
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に

次
の
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提

出
し
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
当

該
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証

３
　
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ
つ

た
と
き
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、

当
該
異
動
後
十
日
以
内
に
、
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
書

替
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証

を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
、
書

替
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
百
七
十
八
条
　
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
の
有
効
期
間

は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
設
置
か
ら
廃
止
ま
で
の
期
間
と

す
る
。

第
百
七
十
九
条
　
削
除

第
二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
検
査
証
の
備
付
け
）

第
百
八
十
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て
作

業
を
行
な
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
な
う
場
所
に
、

当
該
建
設
用
リ
フ
ト
の
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
を
備
え

付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
の
制
限
）

第
百
八
十
一
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
建
設
用
リ
フ
ト

の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
巻
過
ぎ
の
防
止
）

第
百
八
十
二
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い

て
、
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に
標
識
を
付
す
る
こ

と
、
警
報
装
置
を
設
け
る
こ
と
等
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ

ー
プ
の
巻
過
ぎ
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
百
八
十
三
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
の

業
務
に
労
働
者
を
つ
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に

対
し
、
当
該
業
務
に
関
す
る
安
全
の
た
め
の
特
別
の
教

育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
建
設
用
リ
フ
ト
に
関
す
る
知
識

二
　
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
電
気
に

関
す
る
知
識

三
　
関
係
法
令

四
　
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
及
び
点
検

五
　
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
の
た
め
の
合
図

３
　
安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二

項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
百
八
十
四
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
そ
の
積

載
荷
重
を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
運
転
の
合
図
）

第
百
八
十
五
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
に
つ

い
て
一
定
の
合
図
を
定
め
、
合
図
を
行
な
う
者
を
指
名

し
て
、
そ
の
者
に
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
指
名
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
作
業
に
従
事

す
る
と
き
は
、
同
項
の
合
図
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
第
一
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
合

図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搭
乗
の
制
限
）

第
百
八
十
六
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
使
用
す

る
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
建
設
用
リ

フ
ト
の
搬
器
に
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
建
設

用
リ
フ
ト
の
修
理
、
調
整
、
点
検
等
の
作
業
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
に
危
険
を
生

ず
る
お
そ
れ
の
な
い
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、

同
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
搬

器
に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

第
百
八
十
七
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て

作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に

従
事
す
る
者
が
次
の
場
所
に
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い

て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
建
設
用
リ
フ
ト
の
搬
器
の
昇
降
に
よ
つ
て
危
険
を

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
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二
　
建
設
用
リ
フ
ト
の
巻
上
げ
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
内

角
側
で
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
シ
ー

ブ
又
は
そ
の
取
付
け
部
の
破
損
に
よ
り
、
当
該
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
が
跳
ね
、
又
は
当
該
シ
ー
ブ
若
し
く
は
そ

の
取
付
具
が
飛
来
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
生
ず
る

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

（
ピ
ツ
ト
等
を
そ
う
じ
す
る
場
合
の
措
置
）

第
百
八
十
八
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
ピ
ツ
ト

又
は
基
底
部
を
そ
う
じ
す
る
と
き
は
、
昇
降
路
に
角

材
、
丸
太
等
の
物
を
か
け
渡
し
て
そ
の
物
の
上
に
搬
器

を
置
く
こ
と
、
止
め
金
付
き
ブ
レ
ー
キ
に
よ
り
ウ
イ
ン

チ
を
確
実
に
制
動
し
て
お
く
こ
と
等
搬
器
が
落
下
す
る

こ
と
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
暴
風
時
の
措
置
）

第
百
八
十
九
条
　
事
業
者
は
、
瞬
間
風
速
が
毎
秒
三
十
五

メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
く
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

は
、
建
設
用
リ
フ
ト
（
地
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
控
え
の
数
を
増
す
等
そ
の
倒

壊
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
運
転
位
置
か
ら
の
離
脱
の
禁
止
）

第
百
九
十
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
運
転
者

を
、
搬
器
を
上
げ
た
ま
ま
で
、
運
転
位
置
か
ら
離
れ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
運
転
者
は
、
搬
器
を
上
げ
た
ま
ま
で
、
運
転

位
置
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
組
立
て
等
の
作
業
）

第
百
九
十
一
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
の
組
立
て

又
は
解
体
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
を
指
揮
す
る
者
を
選
任
し
て
、
そ
の
者
の
指

揮
の
も
と
に
作
業
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
。

二
　
当
該
作
業
を
行
う
区
域
に
当
該
作
業
に
関
係
す
る

者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す

る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方

法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
区
域
が
立
入
禁

止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

三
　
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
作
業

の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当

該
作
業
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
作
業
を
指
揮
す
る
者

に
、
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
の
方
法
及
び
労
働
者
の
配
置
を
決
定
し
、
作

業
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
材
料
の
欠
点
の
有
無
並
び
に
器
具
及
び
工
具
の
機

能
を
点
検
し
、
不
良
品
を
取
り
除
く
こ
と
。

三
　
作
業
中
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
及
び
保

護
帽
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
百
九
十
二
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
建
設
用
リ
フ

ト
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
　
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ
ツ
チ
の
異
常
の
有
無

二
　
ウ
イ
ン
チ
の
据
え
付
け
の
状
態

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
損
傷
の
有
無

四
　
ガ
イ
ロ
ー
プ
を
緊
結
し
て
い
る
部
分
の
異
常
の

有
無

五
　
配
線
、
開
閉
器
及
び
制
御
装
置
の
異
常
の
有
無

六
　
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
状
態

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ

い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
百
九
十
三
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て

作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る

前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ
ツ
チ
の
機
能

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
箇
所
の
状
態

（
暴
風
後
等
の
点
検
）

第
百
九
十
四
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
（
地
下
に

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
を
用
い
て
瞬
間
風

速
が
毎
秒
三
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
風
が
吹
い
た
後
に

作
業
を
行
な
う
と
き
、
又
は
建
設
用
リ
フ
ト
を
用
い
て

中
震
以
上
の
震
度
の
地
震
の
後
に
作
業
を
行
な
う
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
建
設
用
リ
フ
ト
の
各
部
分
の

異
常
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
自
主
検
査
等
の
記
録
）

第
百
九
十
五
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
及
び
点
検
（
第
百
九
十
三
条
の
点
検
を
除
く
。
）
の

結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
補
修
）

第
百
九
十
六
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
変
更
及
び
廃
止

（
変
更
届
）

第
百
九
十
七
条
　
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
建
設
用
リ
フ
ト
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
）

に
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
及
び
変
更
し
よ
う
と
す
る
部

分
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
図
面
を
添

え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
又
は
昇
降
路

二
　
搬
器

三
　
原
動
機

四
　
ブ
レ
ー
キ

五
　
ウ
イ
ン
チ

六
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

（
変
更
検
査
）

第
百
九
十
八
条
　
前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る

部
分
に
変
更
を
加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
所

轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
当
該
検

査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
第
百
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
変

更
検
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
建
設
用
リ
フ

ト
変
更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の

届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検
査
証
及
び
図

面
そ
の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
百
九
十
九
条
　
第
百
七
十
六
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査

を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
二
百
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検
査
に

合
格
し
た
建
設
用
リ
フ
ト
又
は
第
百
九
十
八
条
第
一
項

の
た
だ
し
書
の
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
当
該
建
設

用
リ
フ
ト
検
査
証
に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び
検
査

結
果
に
つ
い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
二
百
一
条
　
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
て
い
る
者
が
当

該
建
設
用
リ
フ
ト
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の

者
は
、
遅
滞
な
く
、
建
設
用
リ
フ
ト
検
査
証
を
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
簡
易
リ
フ
ト

第
一
節
　
設
置

（
設
置
報
告
書
）

第
二
百
二
条
　
簡
易
リ
フ
ト
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
簡
易
リ
フ
ト
設
置
報
告
書
（
様

式
第
二
十
九
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
認
定
を
受
け
た
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
荷
重
試
験
）

第
二
百
三
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
設
置
し
た
と

き
は
、
当
該
簡
易
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
荷
重
試
験
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
簡
易
リ
フ
ト
に
積
載
荷
重
の

一
・
二
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
、
昇
降
の

作
動
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
二
節
　
使
用
及
び
就
業

（
安
全
装
置
の
調
整
）

第
二
百
四
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
の
巻
過
防
止
装

置
そ
の
他
安
全
装
置
が
有
効
に
作
用
す
る
よ
う
に
こ
れ

ら
を
調
整
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
二
百
五
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
に
そ
の
積
載
荷

重
を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
運
転
の
合
図
）

第
二
百
六
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
用
い
て
作
業

を
行
な
う
と
き
は
、
簡
易
リ
フ
ト
の
運
転
に
つ
い
て
一

定
の
合
図
を
定
め
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者

に
、
当
該
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
合
図

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
搭
乗
の
制
限
）

第
二
百
七
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
使
用
す
る
作

業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
を
簡
易
リ
フ
ト
の

搬
器
に
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
簡
易
リ
フ
ト

の
修
理
、
調
整
、
点
検
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
い

て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
に
危
険
を
生
ず
る
お
そ

れ
の
な
い
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、

同
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、
簡
易
リ
フ
ト
の
搬
器

に
乗
つ
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
二
百
八
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
設
置
し
た

後
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
当
該
簡
易
リ

フ
ト
に
つ
い
て
、
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
一
年
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
簡

易
リ
フ
ト
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
簡
易
リ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
自
主
検
査

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
自
主
検
査
に
お
い
て
は
、
荷

重
試
験
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
簡
易
リ
フ
ト
に
積
載
荷
重
に

相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て
、
昇
降
の
作
動
を
定
格

速
度
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。

第
二
百
九
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、

一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
簡
易
リ
フ
ト
の

当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
ブ
レ
ー
キ

及
び
制
御
装
置
の
異
常
の
有
無

二
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
損
傷
の
有
無

三
　
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
の
状
態

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
簡
易
リ
フ
ト
に
つ
い

て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
二
百
十
条
　
事
業
者
は
、
簡
易
リ
フ
ト
を
用
い
て
作
業

を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前

に
、
そ
の
ブ
レ
ー
キ
の
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
主
検
査
の
記
録
）

第
二
百
十
一
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
補
修
）

第
二
百
十
二
条
　
事
業
者
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
自
主
検

査
又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章
　
玉
掛
け

第
一
節
　
玉
掛
用
具

（
玉
掛
け
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
安
全
係
数
）

第
二
百
十
三
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ッ
ク
の
玉
掛
用
具
で
あ
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
の
安
全
係
数
に
つ
い
て
は
、
六
以
上
で
な
け
れ
ば
使

用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
安
全
係
数
は
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
切
断
荷
重

の
値
を
、
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に
か
か
る
荷
重
の
最
大

の
値
で
除
し
た
値
と
す
る
。

（
玉
掛
け
用
つ
り
チ
ェ
ー
ン
の
安
全
係
数
）

第
二
百
十
三
条
の
二
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ッ
ク
の
玉
掛
用
具
で
あ
る
つ
り
チ

ェ
ー
ン
の
安
全
係
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
つ
り
チ
ェ
ー
ン
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
値
以
上
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
つ
り
チ
ェ
ー
ン
　
四

イ
　
切
断
荷
重
の
二
分
の
一
の
荷
重
で
引
つ
張
つ
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
伸
び
が
〇
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
引
張
強
さ
の
値
が
四
百
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平

方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
伸

び
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
引
張
強
さ
の
値

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以

上
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

引
張
強
さ
（
単
位
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平

方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

伸
び
（
単
位
　

パ
ー
セ
ン
ト
）

四
百
以
上
六
百
三
十
未
満

二
十

六
百
三
十
以
上
千
未
満

十
七

千
以
上

十
五

二
　
前
号
に
該
当
し
な
い
つ
り
チ
ェ
ー
ン
　
五

２
　
前
項
の
安
全
係
数
は
、
つ
り
チ
ェ
ー
ン
の
切
断
荷
重

の
値
を
、
当
該
つ
り
チ
ェ
ー
ン
に
か
か
る
荷
重
の
最
大

の
値
で
除
し
た
値
と
す
る
。

（
玉
掛
け
用
フ
ツ
ク
等
の
安
全
係
数
）

第
二
百
十
四
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
で
あ
る
フ
ツ
ク
又
は

シ
ヤ
ツ
ク
ル
の
安
全
係
数
に
つ
い
て
は
、
五
以
上
で
な

け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
安
全
係
数
は
、
フ
ツ
ク
又
は
シ
ヤ
ツ
ク
ル
の

切
断
荷
重
の
値
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
フ
ツ
ク
又
は
シ
ヤ

ツ
ク
ル
に
か
か
る
荷
重
の
最
大
の
値
で
除
し
た
値
と
す

る
。

（
不
適
格
な
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
使
用
禁
止
）

第
二
百
十
五
条
　
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
と
し
て
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

一
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
一
よ
り
の
間
に
お
い
て
素
線
（
フ

イ
ラ
線
を
除
く
。
以
下
本
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

数
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
素
線
が
切
断
し
て
い
る

も
の

二
　
直
径
の
減
少
が
公
称
径
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え

る
も
の

三
　
キ
ン
ク
し
た
も
の

四
　
著
し
い
形
く
ず
れ
又
は
腐
食
が
あ
る
も
の

（
不
適
格
な
つ
り
チ
エ
ー
ン
の
使
用
禁
止
）

第
二
百
十
六
条
　
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
つ
り
チ
エ
ー
ン
を
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
と
し
て
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

一
　
伸
び
が
、
当
該
つ
り
チ
エ
ー
ン
が
製
造
さ
れ
た
と

き
の
長
さ
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
も
の

二
　
リ
ン
ク
の
断
面
の
直
径
の
減
少
が
、
当
該
つ
り
チ

エ
ー
ン
が
製
造
さ
れ
た
と
き
の
当
該
リ
ン
ク
の
断
面

の
直
径
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
も
の

三
　
き
裂
が
あ
る
も
の

（
不
適
格
な
フ
ツ
ク
、
シ
ヤ
ツ
ク
ル
等
の
使
用
禁
止
）

第
二
百
十
七
条
　
事
業
者
は
、
フ
ツ
ク
、
シ
ヤ
ツ
ク
ル
、

リ
ン
グ
等
の
金
具
で
、
変
形
し
て
い
る
も
の
又
は
き
裂

が
あ
る
も
の
を
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は

デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
不
適
格
な
繊
維
ロ
ー
プ
等
の
使
用
禁
止
）

第
二
百
十
八
条
　
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
繊
維
ロ
ー
プ
又
は
繊
維
ベ
ル
ト
を
ク
レ
ー

ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
と

し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
ス
ト
ラ
ン
ド
が
切
断
し
て
い
る
も
の

二
　
著
し
い
損
傷
又
は
腐
食
が
あ
る
も
の

（
リ
ン
グ
の
具
備
等
）

第
二
百
十
九
条
　
事
業
者
は
、
エ
ン
ド
レ
ス
で
な
い
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
又
は
つ
り
チ
エ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
両

端
に
フ
ツ
ク
、
シ
ヤ
ツ
ク
ル
、
リ
ン
グ
又
は
ア
イ
を
備

え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
と
し
て
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
ア
イ
は
、
ア
イ
ス
プ
ラ
イ
ス
若
し
く
は
圧
縮

ど
め
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
強
さ
を
保
持
す
る
方

法
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
ア
イ
ス
プ
ラ
イ
ス
は
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
す

べ
て
の
ス
ト
ラ
ン
ド
を
三
回
以
上
編
み
込
ん
だ
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ラ
ン
ド
の
素
線
の
半
数
の
素
線
を
切

り
、
残
さ
れ
た
素
線
を
さ
ら
に
二
回
以
上
（
す
べ
て
の

ス
ト
ラ
ン
ド
を
四
回
以
上
編
み
込
ん
だ
場
合
に
は
一
回

以
上
）
編
み
込
む
も
の
と
す
る
。

（
使
用
範
囲
の
制
限
）

第
二
百
十
九
条
の
二
　
事
業
者
は
、
磁
力
若
し
く
は
陰
圧

に
よ
り
吸
着
さ
せ
る
玉
掛
用
具
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク

又
は
チ
ェ
ー
ン
レ
バ
ー
ホ
イ
ス
ト
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
玉
掛
用
具
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
玉
掛
け
の

作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
玉
掛
用
具
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
た
使
用
荷
重
等
の
範
囲
で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
つ
り
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
て
玉
掛
け
の
作

業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
つ
り
ク
ラ
ン
プ
の
用
途
に
応

じ
て
玉
掛
け
の
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
つ
り
ク

ラ
ン
プ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
使
用
荷
重
等
の
範
囲
で

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
二
百
二
十
条
　
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ

ー
ン
又
は
デ
リ
ツ
ク
の
玉
掛
用
具
で
あ
る
ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
、
つ
り
チ
エ
ー
ン
、
繊
維
ロ
ー
プ
、
繊
維
ベ
ル
ト
又

は
フ
ツ
ク
、
シ
ヤ
ツ
ク
ル
、
リ
ン
グ
等
の
金
具
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
」
と
い
う
。
）

を
用
い
て
玉
掛
け
の
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日

の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
当
該
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
等
の
異

常
の
有
無
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
就
業
制
限

（
就
業
制
限
）

第
二
百
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
条
第
十
六
号

に
掲
げ
る
業
務
（
制
限
荷
重
が
一
ト
ン
以
上
の
揚
貨
装

置
の
玉
掛
け
の
業
務
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
当
該

業
務
に
就
か
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
玉
掛
け
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者

二
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

六
十
四
号
。
以
下
「
能
開
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

七
条
第
一
項
の
準
則
訓
練
で
あ
る
普
通
職
業
訓
練
の

う
ち
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四

十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下
「
能
開
法
規

則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
四
の
訓
練
科
の
欄
に
掲
げ

る
玉
掛
け
科
の
訓
練
（
通
信
の
方
法
に
よ
つ
て
行
う

も
の
を
除
く
。
）
を
修
了
し
た
者

三
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

（
特
別
の
教
育
）

第
二
百
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
一
ト

ン
未
満
の
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
又
は
デ
リ
ツ

ク
の
玉
掛
け
の
業
務
に
労
働
者
を
つ
か
せ
る
と
き
は
、

当
該
労
働
者
に
対
し
、
当
該
業
務
に
関
す
る
安
全
の
た

め
の
特
別
の
教
育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
及
び
デ
リ
ツ
ク

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ク
レ
ー
ン
等
」
と
い
う

。
）
に
関
す
る
知
識

二
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
に
必
要
な
力
学
に
関
す
る

知
識

三
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
の
方
法

四
　
関
係
法
令

五
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

六
　
ク
レ
ー
ン
等
の
運
転
の
た
め
の
合
図

３
　
安
衛
則
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二

項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。
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第
九
章
　
免
許
及
び
教
習

第
一
節
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

（
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
）

第
二
百
二
十
三
条
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

は
、
次
の
者
に
対
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
与
え
る

も
の
と
す
る
。

一
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
に
合
格

し
た
者

二
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科

試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
当
該
学
科
試
験
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
ク
レ
ー
ン
運
転
実

技
教
習
を
修
了
し
た
も
の

三
　
第
二
百
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種
類
を
、
床
上
で
運

転
し
、
か
つ
、
当
該
運
転
を
す
る
者
が
ク
レ
ー
ン
の

走
行
と
と
も
に
移
動
す
る
方
式
の
ク
レ
ー
ン
（
床
上

操
作
式
ク
レ
ー
ン
を
除
く
。
以
下
「
床
上
運
転
式
ク

レ
ー
ン
」
と
い
う
。
）
に
限
定
し
た
ク
レ
ー
ン
・
デ

リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
た
者
で
、
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
の
う
ち
、

第
二
百
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
科
目
（
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

合
格
し
、
当
該
学
科
試
験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
以
内
に
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
（
床
上

運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

を
修
了
し
た
も
の

四
　
第
二
百
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種
類
を
ク
レ
ー
ン
に

限
定
し
た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
受

け
た
者
で
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試

験
の
学
科
試
験
の
う
ち
、
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
科
目
（
デ
リ
ッ
ク
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
も
の

五
　
能
開
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
準
則
訓
練
で
あ
る

普
通
職
業
訓
練
の
う
ち
、
能
開
法
規
則
別
表
第
二
の

訓
練
科
の
欄
に
定
め
る
揚
重
運
搬
機
械
運
転
系
ク
レ

ー
ン
運
転
科
若
し
く
は
揚
重
運
搬
機
械
運
転
系
港
湾

荷
役
科
又
は
能
開
法
規
則
別
表
第
四
の
訓
練
科
の
欄

に
掲
げ
る
ク
レ
ー
ン
運
転
科
若
し
く
は
港
湾
荷
役
科

の
訓
練
（
通
信
の
方
法
に
よ
つ
て
行
う
も
の
を
除

く
。
）
を
修
了
し
た
者
で
、
ク
レ
ー
ン
及
び
デ
リ
ッ

ク
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
た
も
の

六
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

（
免
許
の
欠
格
事
項
）

第
二
百
二
十
四
条
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

に
係
る
法
第
七
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
は
、
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
と
す

る
。

（
法
第
七
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
）

第
二
百
二
十
四
条
の
二
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

免
許
に
係
る
法
第
七
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
者
は
、
身
体
又
は
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ

り
当
該
免
許
に
係
る
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て

必
要
な
ク
レ
ー
ン
若
し
く
は
デ
リ
ッ
ク
の
操
作
又
は
ク

レ
ー
ン
若
し
く
は
デ
リ
ッ
ク
の
周
囲
の
状
況
の
確
認
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
障
害
を
補
う
手
段
等
の
考
慮
）

第
二
百
二
十
四
条
の
三
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
ク
レ

ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
の
申
請
を
行
つ
た
者
が

前
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す

る
と
き
は
、
当
該
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る
障
害
を
補

う
手
段
又
は
当
該
者
が
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ

り
障
害
が
補
わ
れ
、
又
は
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い

る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
限
定
免
許
）

第
二
百
二
十
四
条
の
四
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の

者
に
対
し
、
そ
の
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種

類
を
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
に
限
定
し
て
ク
レ
ー
ン
・

デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科

試
験
の
う
ち
、
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
科
目
（
ク
レ
ー
ン
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目
並
び
に
同

項
第
四
号
に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ
ー
ン
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
ク
レ
ー
ン
限
定
学
科
試
験
合
格
者
」
と
い
う
。
）

で
、
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
行
う
実
技
試

験
に
合
格
し
た
も
の

二
　
ク
レ
ー
ン
限
定
学
科
試
験
合
格
者
で
、
当
該
学
科

試
験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
床

上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
行
う
ク
レ
ー
ン
運
転

実
技
教
習
を
修
了
し
た
も
の

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
者
に
対
し
、
そ
の
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種
類
を
ク
レ
ー
ン
に
限

定
し
て
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
　
ク
レ
ー
ン
限
定
学
科
試
験
合
格
者
で
、
ク
レ
ー

ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
実
技
試
験
に
合

格
し
た
も
の

二
　
ク
レ
ー
ン
限
定
学
科
試
験
合
格
者
で
、
当
該
学
科

試
験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
ク

レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
を
修
了
し
た
も
の

三
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き

る
機
械
の
種
類
を
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
に
限
定
し

た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
て
い

る
者
で
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験

の
実
技
試
験
の
う
ち
、
第
二
百
二
十
六
条
第
三
項
第

一
号
に
掲
げ
る
科
目
に
合
格
し
、
又
は
ク
レ
ー
ン
運

転
実
技
教
習
を
修
了
し
た
も
の

四
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

第
二
百
二
十
五
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
身
体
又
は

精
神
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
取
り

扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種
類
を
限
定
し
、
そ
の
他

作
業
に
つ
い
て
の
必
要
な
条
件
を
付
し
て
、
ク
レ
ー

ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
試
験
科
目
）

第
二
百
二
十
六
条
　
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

試
験
は
、
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
学
科
試
験
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
ク
レ
ー
ン
及
び
デ
リ
ッ
ク
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
力
学
に
関
す

る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
試
験
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転

二
　
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

（
学
科
試
験
等
の
免
除
）

第
二
百
二
十
七
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
試
験
又
は
科
目
の
範
囲
で
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ

ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
又
は
実
技
試
験
の

全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

免
除
す
る
試
験
又

は
科
目
の
範
囲

一
　
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
（
床

上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
行
う

も
の
を
除
く
。
）
を
修
了
し
た
者
で
、

そ
の
修
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
経
過
し
な
い
も
の

二
　
鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
七
十
号
）
第
二
条
第
二
項
及

び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
鉱
山
（
以

下
「
鉱
山
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

つ
り
上
げ
荷
重
が
五
ト
ン
以
上
の
ク

レ
ー
ン
（
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
及

び
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
除
く
。
）

の
運
転
の
業
務
に
一
月
以
上
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
者

実
技
試
験
の
全
部

一
　
当
該
免
許
試
験
を
行
う
都
道
府

県
労
働
局
長
が
行
つ
た
前
回
の
ク
レ

ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験

の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者

二
　
当
該
免
許
試
験
を
行
う
指
定
試

験
機
関
（
法
第
七
十
五
条
の
二
第
一

項
の
指
定
試
験
機
関
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
行
つ
た
ク
レ
ー
ン
・
デ

リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試

験
に
合
格
し
た
者
で
、
当
該
学
科
試

験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
も
の

学
科
試
験
の
全
部

一
　
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
を
用
い

て
行
う
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
を

修
了
し
た
者
で
、
そ
の
修
了
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い

も
の

二
　
鉱
山
に
お
い
て
つ
り
上
げ
荷
重

が
五
ト
ン
以
上
の
床
上
運
転
式
ク
レ

ー
ン
の
運
転
の
業
務
に
一
月
以
上
従

事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

実
技
試
験
の
う
ち
、

前
条
第
三
項
第
一

号
に
掲
げ
る
科
目

（
床
上
運
転
式
ク
レ

ー
ン
を
用
い
て
行

う
も
の
に
限
る
。
）

及
び
同
項
第
二
号

に
掲
げ
る
科
目

第
二
百
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る

機
械
の
種
類
を
床
上
運
転
式
ク
レ
ー

ン
に
限
定
し
た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ

ク
運
転
士
免
許
を
受
け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、

前
条
第
二
項
第
一

号
に
掲
げ
る
科
目

（
ク
レ
ー
ン
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る

科
目
並
び
に
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る

科
目
（
ク
レ
ー
ン

に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
実
技

試
験
の
う
ち
、
同

条
第
三
項
第
二
号

に
掲
げ
る
科
目

第
二
百
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る

機
械
の
種
類
を
ク
レ
ー
ン
に
限
定
し

た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免

許
を
受
け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、

前
条
第
二
項
第
一

号
に
掲
げ
る
科
目

（
ク
レ
ー
ン
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る

科
目
並
び
に
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る

科
目
（
ク
レ
ー
ン

に
係
る
部
分
に
限
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る
。
）
並
び
に
実
技

試
験
の
全
部

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
又
は

揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
を
受
け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、

前
条
第
二
項
第
三

号
に
掲
げ
る
科
目

及
び
実
技
試
験
の

う
ち
、
同
条
第
三

項
第
二
号
に
掲
げ

る
科
目

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習
又
は
玉
掛
け
技
能
講
習
を
修

了
し
た
者

実
技
試
験
の
う
ち
、

前
条
第
三
項
第
二

号
に
掲
げ
る
科
目

（
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の
細
目
）

第
二
百
二
十
八
条
　
安
衛
則
第
七
十
一
条
及
び
前
二
条
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

免
許
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
。

第
二
節
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
）

第
二
百
二
十
九
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
は
、

次
の
者
に
対
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
与
え
る
も
の

と
す
る
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
に
合
格
し

た
者

二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験

に
合
格
し
た
者
で
、
当
該
学
科
試
験
が
行
わ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

実
技
教
習
を
修
了
し
た
も
の

三
　
能
開
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
準
則
訓
練
で
あ
る

普
通
職
業
訓
練
の
う
ち
、
能
開
法
規
則
別
表
第
二
の

訓
練
科
の
欄
に
定
め
る
揚
重
運
搬
機
械
運
転
系
ク
レ

ー
ン
運
転
科
若
し
く
は
揚
重
運
搬
機
械
運
転
系
港
湾

荷
役
科
又
は
能
開
法
規
則
別
表
第
四
の
訓
練
科
の
欄

に
掲
げ
る
ク
レ
ー
ン
運
転
科
若
し
く
は
港
湾
荷
役
科

の
訓
練
（
通
信
の
方
法
に
よ
つ
て
行
う
も
の
を
除

く
。
）
を
修
了
し
た
者
で
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ

い
て
の
訓
練
を
受
け
た
も
の

四
　
削
除

五
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

（
免
許
の
欠
格
事
項
）

第
二
百
三
十
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
に
係
る

法
第
七
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
は
、
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
と
す
る
。

（
法
第
七
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
）

第
二
百
三
十
条
の
二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
に

係
る
法
第
七
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
は
、
身
体
又
は
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
当
該

免
許
に
係
る
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な

移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
操
作
又
は
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
周

囲
の
状
況
の
確
認
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

と
す
る
。

（
障
害
を
補
う
手
段
等
の
考
慮
）

第
二
百
三
十
条
の
三
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
の
申
請
を
行
つ
た
者
が
前
条
に

規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き

は
、
当
該
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る
障
害
を
補
う
手
段

又
は
当
該
者
が
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
障
害

が
補
わ
れ
、
又
は
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い
る
状
況

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
条
件
付
免
許
）

第
二
百
三
十
条
の
四
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
身
体
又

は
精
神
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
者
に
対
し
て
、
そ
の
取

り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
種
類
を
限

定
し
、
そ
の
他
作
業
に
つ
い
て
の
必
要
な
条
件
を
付
し

て
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
百
三
十
一
条
　
削
除

（
試
験
科
目
）

第
二
百
三
十
二
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

は
、
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
に
よ
つ
て
行
な
う
。

２
　
学
科
試
験
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
な
う
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な
力
学

に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
試
験
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

（
学
科
試
験
等
の
免
除
）

第
二
百
三
十
三
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
試
験
又
は
科
目
の
範
囲
で
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
又
は
実
技
試
験
の
全
部

又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

免
除
す
る
試

験
又
は
科
目

の
範
囲

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
を

修
了
し
た
者
で
、
そ
の
修
了
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
な
い
も
の

実
技
試
験
の

全
部

二
　
鉱
山
に
お
い
て
つ
り
上
げ
荷
重
が
五

ト
ン
以
上
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の

業
務
に
一
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者

一
　
当
該
免
許
試
験
を
行
う
都
道
府
県
労

働
局
長
が
行
つ
た
前
回
の
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格

し
た
者

二
　
当
該
免
許
試
験
を
行
う
指
定
試
験
機

関
が
行
つ
た
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免

許
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、

当
該
学
科
試
験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の

学
科
試
験
の

全
部

ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
又
は

揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
を
受
け
た
者

学
科
試
験
の

う
ち
、
前
条

第
二
項
第
三

号
に
掲
げ
る

科
目
及
び
実

技
試
験
の
う

ち
、
同
条
第

三
項
第
二
号

に
掲
げ
る
科

目

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
、

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
又

は
玉
掛
け
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者

実
技
試
験
の

う
ち
、
前
条

第
三
項
第
二

号
に
掲
げ
る

科
目

（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
の
細
目
）

第
二
百
三
十
四
条
　
安
衛
則
第
七
十
一
条
及
び
前
二
条
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
。

第
三
節
　
削
除

第
二
百
三
十
五
条
か
ら
第
二
百
三
十
九
条
ま
で
　
削
除

第
四
節
　
教
習

（
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
の
科
目
）

第
二
百
四
十
条
　
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
の
教
習
科
目

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
ク
レ
ー
ン
の
基
本
運
転

二
　
ク
レ
ー
ン
の
応
用
運
転

三
　
ク
レ
ー
ン
の
合
図
の
基
本
作
業

（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
の
科
目
）

第
二
百
四
十
一
条
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
の

教
習
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
基
本
運
転

二
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
応
用
運
転

三
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
合
図
の
基
本
作
業

第
二
百
四
十
二
条
　
削
除

（
教
習
の
細
目
）

第
二
百
四
十
三
条
　
安
衛
則
第
七
十
五
条
及
び
第
七
十
六

条
並
び
に
第
二
百
四
十
条
及
び
第
二
百
四
十
一
条
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
及
び
移

動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

第
十
章
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
及
び

玉
掛
け
技
能
講
習

（
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
の
講
習
科
目
）

第
二
百
四
十
四
条
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
は
、
学
科
講
習
及
び
実
技
講
習
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
学
科
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な

力
学
に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

二
　
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

（
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
の
講
習
科
目
）

第
二
百
四
十
五
条
　
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
は
、
学
科
講
習
及
び
実
技
講
習
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
学
科
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
知
識

二
　
原
動
機
及
び
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
に
必
要
な

力
学
に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

二
　
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転
の
た
め
の
合
図

（
玉
掛
け
技
能
講
習
の
講
習
科
目
）

第
二
百
四
十
六
条
　
玉
掛
け
技
能
講
習
は
、
学
科
講
習
及

び
実
技
講
習
に
よ
つ
て
行
う
。

２
　
学
科
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
及
び

揚
貨
装
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ク
レ
ー
ン

等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
知
識

二
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
に
必
要
な
力
学
に
関
す
る

知
識

三
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け
の
方
法

四
　
関
係
法
令

３
　
実
技
講
習
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。
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一
　
ク
レ
ー
ン
等
の
玉
掛
け

二
　
ク
レ
ー
ン
等
の
運
転
の
た
め
の
合
図

（
技
能
講
習
の
細
目
）

第
二
百
四
十
七
条
　
安
衛
則
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
二
条

の
二
ま
で
及
び
こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
床
上

操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
、
小
型
移
動
式
ク
レ

ー
ン
運
転
技
能
講
習
及
び
玉
掛
け
技
能
講
習
の
実
施
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
廃
止
）

第
二
条
　
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
労
働

省
令
第
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
令
第
十
二

条
第
三
号
の
ク
レ
ー
ン
で
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
以
下
「
旧
ク
レ
ー
ン

則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
構
造
規
格
に
適

合
す
る
同
項
の
ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
第
十
七
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

（
ク
レ
ー
ン
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
し

て
い
る
ク
レ
ー
ン
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
ク
レ
ー
ン
又
は
そ
の
部
分

が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
ク
レ
ー
ン
の
構
造

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
に
至
つ
た
後
に

お
け
る
当
該
ク
レ
ー
ン
又
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

３
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て
い
た

ク
レ
ー
ン
に
関
す
る
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
定
格
荷
重
を
こ
え
、
第
六

条
第
三
項
に
規
定
す
る
荷
重
試
験
で
か
け
た
荷
重
」
と

あ
る
の
は
、
「
定
格
荷
重
の
一
・
二
倍
の
荷
重
」
と
す

る
。

４
　
第
十
三
条
の
規
定
は
、
次
の
走
行
ク
レ
ー
ン
で
、
当

該
ク
レ
ー
ン
に
係
る
同
条
各
号
の
間
隔
が
同
条
の
規
定

に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
間
隔
が
同
条
の
規
定
に
適
合
す
る
に
至
つ

た
後
に
お
け
る
当
該
走
行
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
建
設
物
の

内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
走
行
ク
レ
ー
ン

二
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
設
置
の
工

事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
走
行
ク
レ
ー
ン

三
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て
い

た
建
設
物
の
内
部
の
ラ
ン
ウ
エ
イ
に
設
置
さ
れ
る
走

行
ク
レ
ー
ン

四
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て
い

た
建
設
物
で
、
そ
の
内
部
に
ラ
ン
ウ
エ
イ
を
有
し
て

い
た
も
の
を
延
長
す
る
場
合
に
お
い
て
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
受
け
た
走
行
ク
レ
ー
ン

５
　
第
十
四
条
の
規
定
は
、
次
の
走
行
ク
レ
ー
ン
又
は
旋

回
ク
レ
ー
ン
で
、
当
該
ク
レ
ー
ン
に
係
る
同
条
の
歩
道

の
幅
が
同
条
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
幅
が
同
条
の
規
定

に
適
合
す
る
に
至
つ
た
後
に
お
け
る
当
該
ク
レ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
設
置
さ
れ

て
い
た
走
行
ク
レ
ー
ン
又
は
旋
回
ク
レ
ー
ン
で
、
建

設
物
又
は
設
備
と
の
間
に
歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
た

も
の

二
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
設
置
の
工

事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
走
行
ク
レ
ー
ン
又
は
旋
回
ク

レ
ー
ン
で
、
建
設
物
又
は
設
備
と
の
間
に
歩
道
を
設

け
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の

三
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て
い

た
建
設
物
の
内
部
の
ラ
ン
ウ
エ
イ
に
設
置
さ
れ
る
走

行
ク
レ
ー
ン

四
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て
い

た
建
設
物
で
、
そ
の
内
部
に
ラ
ン
ウ
エ
イ
を
有
し
て

い
た
も
の
を
延
長
す
る
場
合
に
お
い
て
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
の
許
可
を
受
け
た
走
行
ク
レ
ー
ン

６
　
第
四
項
第
四
号
又
は
前
項
第
四
号
の
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
延

長
し
よ
う
と
す
る
建
設
物
の
全
体
の
平
面
図
及
び
断
面

図
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
の
種
類
、
名
称
及
び
所
在
地

二
　
延
長
し
よ
う
と
す
る
建
設
物
の
種
類
及
び
位
置

三
　
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
走
行
ク
レ
ー
ン
の
型
式

及
び
つ
り
上
げ
荷
重

四
　
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由

７
　
昭
和
四
十
六
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
製
造
し
て

い
た
ク
レ
ー
ン
又
は
存
し
て
い
た
ク
レ
ー
ン
で
、
定
格

荷
重
が
二
百
ト
ン
を
こ
え
る
も
の
に
関
す
る
第
二
十
三

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
を

こ
え
、
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
荷
重
試
験
で
か
け

た
」
と
あ
る
の
は
「
の
一
・
二
五
倍
の
」
と
、
「
第
六

条
第
三
項
に
規
定
す
る
荷
重
試
験
を
行
な
い
」
と
あ
る

の
は
「
定
格
荷
重
の
一
・
二
五
倍
に
相
当
す
る
荷
重
の

荷
を
つ
つ
て
、
つ
り
上
げ
、
走
行
、
旋
回
、
ト
ロ
リ
の

横
行
等
の
作
動
を
行
な
う
荷
重
試
験
を
行
な
い
」
と
す

る
。

（
デ
リ
ツ
ク
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
一
日
に
お
い
て
存
し
て

い
た
デ
リ
ツ
ク
に
関
す
る
第
百
九
条
第
二
項
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
定
格
荷
重
を
こ
え
、
第
九
十
七

条
第
三
項
に
規
定
す
る
荷
重
試
験
で
か
け
た
荷
重
」
と

あ
る
の
は
、
「
定
格
荷
重
の
一
・
二
倍
の
荷
重
」
と
す

る
。

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
昭
和
四
十
六
年
八
月
三
十
一
日
に
お
い
て
設
置

さ
れ
て
い
た
令
第
十
二
条
第
六
号
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
荷
の
み
を
運
搬
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
、
搬
器
の
床
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ

え
、
及
び
そ
の
天
井
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
を
こ

え
る
も
の
（
建
設
用
リ
フ
ト
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

で
、
旧
ク
レ
ー
ン
則
第
百
八
十
二
条
の
簡
易
リ
フ
ト
構

造
規
格
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
関
す
る
第
百
四
十
八

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
基
準
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
に
適
合
し
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
み
な
す
。

（
免
許
試
験
の
学
科
試
験
の
免
除
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
七
条
　
法
第
七
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
免

許
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
試
験
事
務
」

と
い
う
。
）
の
全
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
都
道

府
県
労
働
局
長
は
、
自
ら
そ
の
試
験
事
務
を
行
つ
た
最

後
の
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
士
免
許
試
験
又
は
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
の

学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
が
、
指
定
試
験
機
関
が
当
該

都
道
府
県
労
働
局
長
に
係
る
試
験
事
務
を
開
始
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
行
う
そ
の
合
格
し
た
学
科

試
験
に
係
る
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
第
二
百
二
十
七
条
、
第
二
百
三
十
三
条
又
は
第
二

百
三
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
申
請

に
よ
り
、
一
回
に
限
り
、
当
該
受
け
よ
う
と
す
る
免
許

試
験
の
学
科
試
験
の
全
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
八
条
　
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
有
効
期
間
が

満
了
す
る
ク
レ
ー
ン
検
査
証
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査

証
、
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
又
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
に

係
る
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ツ
ク
又
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国

か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
、

当
該
有
効
期
間
内
に
性
能
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
る
と
き
は
、
第

十
条
、
第
六
十
条
第
一
項
、
第
百
条
又
は
第
百
四
十
四

条
に
規
定
す
る
有
効
期
間
（
第
四
十
三
条
、
第
六
十
条

第
二
項
、
第
八
十
四
条
、
第
百
二
十
八
条
又
は
第
百
六

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
延
長
又
は
更
新
さ
れ
た
有
効
期

間
を
含
む
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ク
レ
ー
ン
検
査

証
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
検
査
証
、
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
又

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
検
査
証
の
有
効
期
間
を
、
四
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
都
道
府
県
労
働
局
長
が
定
め

る
期
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
五
月
二
一
日
労
働
省
令

第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

一
　
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定
　

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
五
日

（
免
許
試
験
の
学
科
試
験
の
免
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
は
、
昭
和
四
十
九
年

五
月
二
十
五
日
前
に
行
わ
れ
た
揚
貨
装
置
運
転
士
免
許

試
験
、
特
別
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
免
許
試
験
、
普
通
ボ
イ

ラ
ー
溶
接
士
免
許
試
験
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試

験
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
又
は
デ
リ
ツ

ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ

い
て
は
、
新
安
衛
則
別
表
第
五
第
五
号
、
新
ボ
イ
ラ
ー

則
第
百
十
一
条
又
は
改
正
後
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則

第
二
百
二
十
七
条
、
第
二
百
三
十
三
条
若
し
く
は
第
二

百
三
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
り
こ
れ
ら
の
免
許
試
験
の
学
科
試
験
の
全
部
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
二
日
労
働
省
令

第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
第
一
条
中
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
四
十
二
条
、

第
二
百
四
十
七
条
、
第
三
百
六
十
条
、
第
三
百
七
十

五
条
、
第
四
百
四
条
、
第
五
百
十
四
条
、
第
五
百
十

八
条
、
第
五
百
十
九
条
、
第
五
百
二
十
条
、
第
五
百

二
十
一
条
、
第
五
百
三
十
三
条
、
第
五
百
六
十
三

条
、
第
五
百
六
十
四
条
及
び
第
五
百
六
十
六
条
の
改

正
規
定
並
び
に
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
　

昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
一
二
月
一
五
日
労
働
省

令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二
十
日
か
ら

施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令

第
三
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
免
許
試
験
の
試
験
科
目
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
に
行
わ
れ
る
揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
試

験
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
士
免
許
試
験
又
は
デ
リ
ツ
ク
運
転
士
免
許
試
験
で

あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
受
験
の
申
請
の
受
付
が
施
行
日
前

に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
係
る
実
技
試
験
の
試
験
科
目

は
、
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
新
安
衛

則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
五
第
五
号
又
は
改
正
後
の
ク

レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
以
下
「
新
ク
レ
ー
ン
則
」
と
い

う
。
）
第
二
百
二
十
六
条
第
三
項
、
第
二
百
三
十
二
条

第
三
項
若
し
く
は
第
二
百
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
就
業
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
事
業
者
は
、
新
安
衛
則
別
表
第
三
又
は
新
ク
レ

ー
ン
則
第
二
百
二
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百

十
八
号
）
第
二
十
条
第
十
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
に

つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条

第
二
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

一
　
施
行
日
前
に
揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
、
ク
レ
ー
ン

運
転
士
免
許
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
又
は

デ
リ
ツ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
た
者
及
び
施
行
日
前

に
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

を
取
得
し
た
者
で
、
施
行
日
以
後
に
当
該
免
許
を
受

け
た
も
の

二
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ
　
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ
る
揚
貨
装
置
運
転
士
免

許
試
験
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験
又
は
デ
リ
ツ
ク
運
転

士
免
許
試
験
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
免
許
試
験
の

受
験
の
受
付
が
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
の

実
技
試
験
に
合
格
し
た
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許

を
受
け
た
も
の

ロ
　
施
行
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
行
わ
れ
る
揚
貨
装
置
運
転
実
技
教
習
、

ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運

転
実
技
教
習
又
は
デ
リ
ツ
ク
運
転
実
技
教
習
で
あ

つ
て
、
こ
れ
ら
の
実
技
教
習
の
申
込
み
が
施
行
日

前
に
行
わ
れ
た
も
の
を
修
了
し
た
者
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
免
許
を
受
け
た
も
の

ハ
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
職

業
訓
練
（
当
該
職
業
訓
練
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ

り
、
揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士

免
許
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
又
は
デ
リ

ツ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
を
修

了
し
た
者
で
、
揚
貨
装
置
運
転
士
免
許
、
ク
レ
ー

ン
運
転
士
免
許
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

又
は
デ
リ
ツ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
た
も
の

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
八
日
労
働
省
令

第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
八
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
外
国
事
業
者
に
よ
る
型
式
承
認
等
の

取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
二
月
二
七
日
労
働
省
令

第
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
一
〇
日
労
働
省
令

第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
二
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
九
月
一
三
日
労
働
省
令
第

二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
特
別
教
育
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
四
年
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全

規
則
（
以
下
「
新
ク
レ
ー
ン
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十

一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二

号
中
「
つ
り
上
げ
荷
重
が
五
ト
ン
以
上
の

こ跨
線
テ
ル

ハ
」
と
あ
る
の
は
、
「
床
上
で
運
転
し
、
か
つ
、
当
該

運
転
を
す
る
者
が
荷
の
移
動
と
と
も
に
移
動
す
る
方
式

の
ク
レ
ー
ン
又
は

こ跨
線
テ
ル
ハ
で
、
つ
り
上
げ
荷
重
が

五
ト
ン
以
上
の
も
の
」
と
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
四
年
九
月
三
十
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
新
ク
レ
ー
ン
則
第
六
十
七
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
ト
ン
」

と
あ
る
の
は
、
「
五
ト
ン
」
と
す
る
。

（
就
業
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
事
業
者
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
十
二
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和

四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い

う
。
）
第
二
十
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
（
労
働
安
全

衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
年

政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
令
（
以
下

「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
業
務
に
適
法
に
従
事
し
、
か

つ
、
当
該
業
務
に
一
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
で
あ
っ
て
、
平
成
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
る
講
習
で
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
も

の
を
修
了
し
た
も
の
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
六
十
八
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
令
第
二
十
条
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務

（
旧
令
第
二
十
条
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

際
現
に
当
該
業
務
に
適
法
に
従
事
し
、
か
つ
、
当
該
業

務
に
一
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ

て
、
平
成
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
講

習
で
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
も
の
を
修
了

し
た
も
の
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
労
働

安
全
衛
生
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
八
月
二
四
日
労
働
省
令
第

二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
労
働
災

害
防
止
団
体
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
こ
の
省
令
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に

対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
一
二
日
労
働
省
令
第

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第

二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
事
故
報
告
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
発
生
し
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
第
三
十
六

条
、
第
七
十
一
条
、
第
九
十
条
及
び
第
九
十
六
条
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
第
二

百
四
十
九
条
並
び
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ゴ
ン

ド
ラ
安
全
規
則
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
事
故
で
あ
っ

て
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第

三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為

に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
一
六
日
労
働
省
令
第

四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第

一
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
三
条
中
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
目
次
及
び
第
二

百
四
十
六
条
か
ら
第
二
百
四
十
八
条
ま
で
の
改
正
規

定
並
び
に
第
四
条
中
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
目
次

及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
令
第
十
八
条
の
次

に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
八
条
の

二
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
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二
項
、
第
三
十
三
条
の
二
及
び
第
三
十
四
条
の
改
正

規
定
並
び
に
同
令
様
式
第
二
号
の
次
に
様
式
を
加
え

る
改
正
規
定
　
平
成
九
年
十
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
二
月
二
五
日
労
働
省
令

第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
二
四
日
労
働
省
令

第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
労
働
省

令
第
四
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令

第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に

よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令

第
三
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令

第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県

労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許

可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ

に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局

長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許

可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行

の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地

方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働

省
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府

県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権

推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労

働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
都
道
府
県
労
働
局

長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の

省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の

規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政

事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為

又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又

は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定

に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職

員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交

付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当

様
式
に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改

定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
が
設
置

し
な
い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
認
め
た
ボ

イ
ラ
ー
、
第
一
種
圧
力
容
器
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
及
び

ゴ
ン
ド
ラ
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る

改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

労
働
局
長
が
設
置
し
な
い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で

あ
る
と
認
め
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
六
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は

交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ

れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相

当
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
十
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改

定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
五
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
附
則
第
八
条
、
第
九
条
及
び
第
十
条
第
二
項
の
規

定
　
公
布
の
日

（
就
業
制
限
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
事
業
者
は
、
新
安
衛
則
別
表
第
三
又
は
第
六
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
以

下
「
新
ク
レ
ー
ン
則
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
二
十
条
第
八
号
に
掲
げ
る
業
務

に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
ク
レ

ー
ン
等
安
全
規
則
（
以
下
「
旧
ク
レ
ー
ン
則
」
と
い

う
。
）
第
二
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
デ
リ
ッ
ク
運
転

士
免
許
（
以
下
「
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
」
と
い
う
。
）
を

受
け
た
者
（
附
則
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
旧
デ

リ
ッ
ク
免
許
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
を
当
該
業
務
に

就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

（
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
及
び
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
ク
レ
ー
ン
則
第

二
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

（
旧
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二
十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ

り
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
ク
レ
ー
ン
の
種
類
を
床
上

運
転
式
ク
レ
ー
ン
に
限
定
し
た
旧
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免

許
（
以
下
「
旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
」
と
い
う
。
）

を
除
く
。
以
下
「
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
」
と
い
う
。
）
及

び
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を
受
け
て
い
る
者
は
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ

ッ
ク
運
転
士
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
を
受

け
て
い
る
者
（
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
の
種
類
を

ク
レ
ー
ン
に
限
定
し
た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

免
許
（
以
下
「
新
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
」
と
い
う
。
）

を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定

免
許
を
受
け
て
い
る
者
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二

十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
の
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で
き
る
機
械
の
種
類
を
床
上
運
転
式
ク
レ
ー
ン
に
限
定

し
た
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
（
以
下
「
新

床
上
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
も

の
と
み
な
す
。

第
六
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二

百
二
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
際
現
に
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
こ

の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

前
に
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

を
取
得
し
た
者
で
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
免
許
を
取

得
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
で
、
か
つ
、
旧
安
衛

則
第
六
十
九
条
第
十
六
号
の
デ
リ
ツ
ク
運
転
士
免
許
試

験
（
以
下
「
旧
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許
試
験
」
と
い

う
。
）
の
学
科
試
験
に
合
格
し
た
も
の
（
当
該
学
科
試

験
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
も

の
に
限
る
。
）
に
対
し
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二
十

三
条
に
規
定
す
る
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
免
許

を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二

十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日

前
に
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格

を
取
得
し
た
者
で
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該
免
許
を
受

け
て
い
な
い
も
の
（
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除

く
。
）
に
対
し
、
新
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
を
与
え
る
も

の
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
二

十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日

前
に
旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
資
格
を
取
得
し
た
者
で
、
施
行
日
に
お
い
て
当
該

免
許
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
対
し
、
新
床
上
ク
レ
ー

ン
限
定
免
許
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
り
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を
与
え
る
も

の
と
す
る
。

一
　
施
行
日
前
に
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
資
格
を
取
得
し
た
者
で
、
施
行
日
に
お
い
て

当
該
免
許
を
受
け
て
い
な
い
も
の

二
　
次
条
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
試
験
に
合
格
し

た
者

（
免
許
試
験
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二

百
二
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
試
験
又
は
科
目
の
範
囲
で
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ

ク
運
転
士
免
許
試
験
の
学
科
試
験
又
は
実
技
試
験
の
全

部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者

免
除
す
る
試
験
又
は
科
目
の
範

囲

旧
ク
レ
ー
ン
免
許
を
受

け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ

ー
ン
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
科
目
並
び
に
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ
ー
ン
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
実

技
試
験
の
全
部

旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を
受

け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
（
デ
リ

ッ
ク
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目
及

び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
科
目

（
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
実
技
試
験
の
う

ち
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲

げ
る
科
目

一
　
当
該
免
許
試
験
を

行
う
都
道
府
県
労
働
局

長
が
施
行
日
前
に
最
後

に
行
っ
た
旧
安
衛
則
第

六
十
九
条
第
十
四
号
の

ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許

試
験
（
以
下
「
旧
ク
レ

ー
ン
運
転
士
免
許
試

験
」
と
い
う
。
）
の
学

科
試
験
に
合
格
し
た
者

二
　
当
該
免
許
試
験
を

行
う
指
定
試
験
機
関

（
法
第
七
十
五
条
の
二

第
一
項
の
指
定
試
験
機

関
を
い
う
。
次
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
行

っ
た
旧
ク
レ
ー
ン
運
転

士
免
許
試
験
の
学
科
試

験
に
合
格
し
た
者
で
、

当
該
学
科
試
験
が
行
わ

れ
た
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超
え
な
い
も
の

学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ

ー
ン
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
科
目
並
び
に
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ
ー
ン
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）

一
　
当
該
免
許
試
験
を

行
う
都
道
府
県
労
働
局

長
が
施
行
日
前
に
最
後

学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
（
デ
リ

に
行
っ
た
デ
リ
ッ
ク
運

転
士
免
許
試
験
の
学
科

試
験
に
合
格
し
た
者

二
　
当
該
免
許
試
験
を

行
う
指
定
試
験
機
関
が

行
っ
た
旧
デ
リ
ッ
ク
運

転
士
免
許
試
験
の
学
科

試
験
に
合
格
し
た
者
で

、
当
該
学
科
試
験
が
行

わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
も

の

ッ
ク
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目
並

び
に
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
科

目
（
デ
リ
ッ
ク
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）

旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定

免
許
を
受
け
た
者

学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー

ン
則
第
二
百
二
十
六
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ

ー
ン
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、

同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
科
目
並
び
に
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
科
目
（
ク
レ
ー
ン
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
実

技
試
験
の
う
ち
、
同
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
科
目

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百
三

十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
、

旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
又
は
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を

受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免

許
試
験
の
学
科
試
験
の
う
ち
、
新
ク
レ
ー
ン
則
第
二
百

三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目
及
び
実
技
試

験
の
う
ち
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
科
目
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
旧
ク
レ
ー
ン
免
許
、
旧
床
上
ク
レ
ー
ン
限
定
免
許
又

は
旧
デ
リ
ッ
ク
免
許
を
受
け
た
者
に
係
る
新
安
衛
則
別

表
第
五
第
五
号
及
び
別
表
第
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
十
一
年
八
月
一
日
前
に
製
造
さ
れ
た
安
全
帯
（
要

求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
同
日
に

お
い
て
現
に
製
造
し
て
い
る
安
全
帯
（
要
求
性
能
墜
落

制
止
用
器
具
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
平
成

三
十
四
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
、
要
求
性
能
墜
落
制
止

用
器
具
と
み
な
す
。

一
及
び
二
　
略

三
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ク
レ
ー
ン
等
安

全
規
則
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十

三
条
第
二
項
、
第
七
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
百
十
八
条
第
二
項
、

第
百
五
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
百
九
十
一
条
第

二
項附

　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
四
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
表

ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ツ

ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
建
設
用
リ
フ
ト
の

種
類

構
造
部
分
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ク

レ

ー
ン

天
井
ク
レ
ー

ン

旋
回
マ
ン
ト
ロ
リ
式

天
井
ク
レ
ー
ン

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

及

び
ジ
ブ

す
べ
り
出
し
式
天
井

ク
レ
ー
ン

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

及

び

す

べ

り

出
し
け
た

旋
回
マ
ン
ト
ロ
リ
式

天
井
ク
レ
ー
ン
及
び

す
べ
り
出
し
式
天
井

ク
レ
ー
ン
以
外
の
天

井
ク
レ
ー
ン

ク

レ

ー

ン

ガ
ー
ダ

ジ
ブ
ク
レ
ー

ン

つ
ち
形
ク
レ
ー
ン
又

は
塔
形
ジ
ブ
ク
レ
ー

ン

ジ

ブ

、

塔

及
び
脚

ポ
ス
ト
形
ジ
ブ
ク
レ

ー
ン

ジ

ブ

及

び

ポ
ス
ト

低
床
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン

又
は
壁
ク
レ
ー
ン

ジ
ブ

高
脚
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
、

片
脚
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン

又
は
引
込
み
ク
レ
ー

ン

ジ

ブ

、

架

構
及
び
脚

橋
形
ク
レ
ー

ン

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
式
橋

形
ク
レ
ー
ン
、
引
込

み
ク
レ
ー
ン
式
橋
形

ク
レ
ー
ン
又
は
旋
回

マ
ン
ト
ロ
リ
式
橋
形

ク
レ
ー
ン

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

、

カ

ン

チ

レ

バ

、

脚

及

び
ジ
ブ

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
式
橋

形
ク
レ
ー
ン
、
引
込

み
ク
レ
ー
ン
式
橋
形

ク
レ
ー
ン
及
び
旋
回

マ
ン
ト
ロ
リ
式
橋
形

ク
レ
ー
ン
以
外
の
橋

形
ク
レ
ー
ン

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

、

カ

ン

チ

レ

バ
及
び
脚

ア
ン
ロ
ー
ダ

旋
回
マ
ン
ト
ロ
リ
式

ア
ン
ロ
ー
ダ
又
は
引

込
み
ク
レ
ー
ン
式
ア

ン
ロ
ー
ダ

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

、

カ

ン

チ

レ

バ

、

脚

及

び
ジ
ブ

旋
回
マ
ン
ト
ロ
リ
式

ア
ン
ロ
ー
ダ
及
び
引

込
み
ク
レ
ー
ン
式
ア

ク

レ

ー

ン

ガ

ー

ダ

、

カ

ン

チ

レ

バ
及
び
脚

ン
ロ
ー
ダ
以
外
の
ア

ン
ロ
ー
ダ

ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン

メ

イ

ン

ロ

ー

プ

、

レ

ー

ル

ロ

ー

プ

、

塔

、

支

柱

及

び

控
え

テ
ル
ハ

走
行
は
り

移
動
式

ク

レ

ー
ン

ト
ラ
ツ
ク
ク
レ
ー
ン
、
ホ
イ
ー
ル
ク

レ
ー
ン
、
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
又
は

鉄
道
ク
レ
ー
ン

ジ

ブ

又

は

塔

浮
き
ク
レ
ー
ン

ジ

ブ

、

架

構

、

脚

又

は
ガ
ー
ダ

ト
ラ
ツ
ク
ク
レ
ー
ン
、
ホ
イ
ー
ル
ク

レ
ー
ン
、
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン
、
鉄

道
ク
レ
ー
ン
及
び
浮
き
ク
レ
ー
ン
以

外
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン

ガ

ー

ダ

、

脚

又

は

ジ

ブ

デ

リ

ツ
ク

ガ
イ
デ
リ
ツ
ク

マ

ス

ト

、

ブ

ー

ム

及

び

ガ

イ

ロ

ー
プ

ス
チ
フ
レ
ツ
グ
デ
リ
ツ
ク

マ

ス

ト

、

ブ

ー

ム

及

び
脚

ガ
イ
デ
リ
ツ
ク
及
び
ス
チ
フ
レ
ツ
グ

デ
リ
ツ
ク
以
外
の
デ
リ
ツ
ク

マ

ス

ト

、

ブ

ー

ム

及

び
控
え

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

土
木
、
建
築
等
の
工
事
の
作
業
に
使

用
す
る
エ
レ
べ
ー
タ
ー

昇

降

路

塔

又

は

ガ

イ

ド

レ

ー

ル

支

持

塔

、

控

え

及

び

搬
器

土
木
、
建
築
等
の
工
事
の
作
業
以
外

の
作
業
に
使
用
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

搬
器

建
設
用

リ
フ
ト

タ
ワ
ー
リ
フ
ト

昇
降
路
塔
、

控

え

及

び

搬
器

タ
ワ
ー
リ
フ
ト
以
外
の
建
設
用
リ

フ
ト

ガ

イ

ド

レ

ー

ル

、

控

え

及

び

搬

器

様
式
第
１
号
（
第
３
条
、
第
５
３
条
、
第
９
４
条
、
第
１

３
８
条
、
第
１
７
２
条
関
係
）

様式第1号(第3条、第53条、第94条、第138条、第172条関係) 

(     )製 造 許 可 申 請 書 

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

製造予定のクレーン等の
種類及び型式 

  
つり上げ荷重

又は積載荷重 
t 

クレーン等の製造に関す
る経歴の概要 

  

     年  月  日 

  
収 入

印 紙 

申請者 氏 名   

   都道府県労働局長殿 

 備考 

  1 表題の( )内には、クレーン、デリツク、エレベーター又は建設用リフトの別を記入すること。 

  2 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
２
号
（
第
５
条
関
係
）

様式第2号(第5条関係) 

ク レ ー ン 設 置 届 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重 t 

製造許可年月日及び番号                 年   月   日  第      号 (      ) 

設置工事を行う者の名称
及び所在地 

電話   (   )     

設置工事落成予定年月日                      年      月      日 

     年  月  日 

事業者職氏名              

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 

  2 「製造許可年月日及び番号」の欄の( )内には、既に製造許可を受けているクレーンと型式が同一であるクレーンについて、その旨を

注記すること。 
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様
式
第
３
号
（
第
５
条
関
係
）

f0000190\Y0000003 

様式第3号(第5条関係) 

ク レ ー ン 明 細 書 

事 業 の 種 類   種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重 t 

設 置 地 
(電話    ) 

定

格 

定

格

荷

重 

主

巻 

作 業
半 径 

  m m m m m 

荷 重 t t t t t t 

設 置 者   
補

巻 

作 業
半 径 

  m m m m m 

構

造 

ス パ ン m 荷 重 t t t t t t 

クレーンガーダの長
さ 

m 

定 格 速 度 

巻 上 げ 横 行 走 行 旋 回 

主   m／s 
m／s m／s rad／s ジ ブ の 長 さ m 

補   m／s 
揚 程 m 

ワ

イ

ヤ

ロ

ー

プ 

  構 成 直 径 

ド

ラ

ム

及

び

シ

ー

ブ 

  用途 直径 
クレーンガーダの高
さ 

m 巻
上
げ
用 

主   mm 

ドラム   

mm 

範
囲 

ジ
ブ
の
使
用 

傾斜角の範囲 度～      度 補   mm 

旋 回 限 度 度 起 伏 用   mm 

最大作業半径 m 横 行 用   mm 

シーブ   

mm 

原

動

機 

種 類       
メ イ ン
ロ ー プ 

  mm 

定 格 出 力 Kw Kw Kw 
レ ー ル
ロ ー プ 

  mm 

用 途       
ガイロープ又
は 緊 張 用 

  mm 

f0000190\Y0000003 

安全装置の種類
及び性能 

  
ブレーキの種
類、性能及び用
途 

  
つり具及びその重
量 

 フ ッ ク    (  t) 

 リフチングマグネット    (  t) 

 グ ラ ブ バ ケ ッ ト    (  t) 

 その他 
 (   )          (  t) 
 (   )          (  t) 

製造者及び製造年月日      年    月    日製造 

備 考   

 備考 

  1 「つり具及びその重量」の欄は、該当する事項に〇印を付し、重量をその右の( )内に記入すること。「その他」に〇印を付したとき

は、その下の( )内につり具の名称を記入すること。 

  2 「備考」の欄は、特殊な材料を使用すること、つりチェーンを使用すること、その他参考となる事項を記入すること。 

様
式
第
４
号
（
第
６
条
、
第
９
７
条
、
第
１
４
１
条
、
第

１
７
５
条
関
係
）

様式第4号(第6条、第97条、第141条、第175条関係) 

(     )落 成 検 査 申 請 書 

種 類 及 び 型 式   
つり上げ荷重又は積

載荷重 
t 

設 置 地   

設 置 届 提 出 年 月 日                   年      月      日 

受 検 希 望 日 年     月     日 参 考 事 項   

     年  月  日 

  
収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

  

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の( )内には、クレーン、デリツク、エレベーター又は建設用リフトの別を記入すること。 

  2 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  3 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
５
号
（
第
８
条
関
係
）

様式第5号(第8条関係) 

クレーン仮荷重試験申請書 

種 類 及 び 型 式   つ り 上 げ 荷 重 t 

製造許可年月日及び番号                   年   月   日  第     号  (    ) 

設 置 予 定 地   

設 置 予 定 者   設置予定年月日 年    月    日 

受 験 地 電話   (   )     

受 験 希 望 日                 年      月      日 

     年  月  日 

住 所            

申請者                

氏 名            

   都道府県労働局長殿 

 

 備考 「製造許可年月日及び番号」の欄の(  )内には、既に製造許可を受けているクレーンと型式が同一であるクレーンについて、その

旨を注記すること。 
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様
式
第
６
号
（
第
８
条
関
係
）

f0000190\Y0000006 

様式第6号(第8条関係) 

  第    号 

仮 荷 重 試 験 成 績 表 

種 類 及 び 型 式   つ り 上 げ 荷 重 t 

製造許可年月日及び番号              年    月    日  第     号  (    ) 

設 置 予 定 者   

荷

重

試

験 

荷 重 試験成績及びたわみ量 

設 置 予 定 地   20％ 
40％ 
60％ 
80％ 

100％ 
125％ 

  
試 験 地   

試 験 日 年    月    日 

安
定
度
試
験 

荷 重 試 験 成 績 

100％ 

127％ 
  

測 定 の 方 法   

気 温 ℃ 風 速 m／sec 

  仮荷重試験の結果は上記のとおりであることを証する。 

     年  月  日 

都道府県労働局長 印 

様
式
第
７
号
（
第
９
条
、
第
９
９
条
関
係
）

様式第7号(第9条、第99条関係) 

(表面) 

  

(裏面) 

 第    号(     )検 査 証 日 付 記 事 欄 
検 査 者
氏 名 

設 置 地   
年 

月   日 
    

事 業 の 名 称   
年 

月   日 
    

種 類 及 び 型 式   
年 

月   日 
    

つ り 上 げ 荷 重 t 
年 

月   日 
    

有 効 期 間 
検 査 者
氏 名 

有 効 期 間 
検 査 者
氏 名 

年 
月   日 

    

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月   日 
    

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月   日 
    

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月   日 
    

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月   日 
    

  年  月  日 
労働基準監督署長 印 

年 
月   日 

    

 

様
式
第
８
号
（
第
９
条
、
第
５
９
条
、
第
９
９
条
、
第
１

４
３
条
、
第
１
７
７
条
関
係
）

様式第8号(第9条、第59条、第99条、第143条、第177条関係) 

(     )検 査 証 
再交付 
書 替 

申 請 書 

 

種 類 及 び 型 式   
つり上げ荷重
又は積載荷重 

t 

設 置 地   

事 業 の 名 称   

検 査 証 番 号   第       号 製造検査又は使用検査の刻印番号   

再交付又は書替えの理由   

     年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

  

  労働基準監督署長 
  労働局長 

殿 

 備考 

  1 表題の( )内には、クレーン、移動式クレーン、デリツク、エレベーター又は建設用リフトの別を記入すること。 

  2 表題の「再交付」及び「書替」のうち、該当しない文字は、抹消すること。 

  3 「製造検査又は使用検査の刻印番号」の欄は、移動式クレーンの場合に記入すること。 

  4 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
９
号
（
第
１
１
条
、
第
６
１
条
関
係
）

様式第9号(第11条、第61条関係) 

(     )設 置 報 告 書 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   

つ り 上 げ 荷 重 t 設置予定年月日 年   月   日     

製 造 者 名   製 造 年 月 日 年   月   日     

     年  月  日 

報告者 氏 名   

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の( )内には、クレーン又は移動式クレーンの別を記入すること。 

  2 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 
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様
式
第
１
０
号
（
第
２
３
条
、
第
１
０
９
条
関
係
）

様式第10号(第23条、第109条関係) 

(     )特 例 報 告 書 

種 類 及 び 型 式   検 査 証 番 号   第          号 

設 置 地   

定 格 荷 重 t つ り 上 げ 荷 重 t 

荷 重 試 験 実 施 年 月 日   試 験 荷 重 t 

特例で負荷しようとする
荷重 

  特例負荷年月日   

特例で負荷しなければな
らない理由 

  
作 業 指 揮 者
職 氏 名 

  

     年  月  日 

報告者 氏 名   

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の(  )内には、クレーン又はデリツクの別を記入すること。 

  2 「定格荷重」の欄は、特例で負荷しようとする状態における定格荷重を記入すること。 

様
式
第
１
１
号
（
第
４
１
条
、
第
８
２
条
、
第
１
２
６

条
、
第
１
６
０
条
関
係
）

様式第11号(第41条、第82条、第126条、第160条関係) 

(     )性 能 検 査 申 請 書 

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重又は積載荷重 t 

検 査 証 番 号  第       号 検査証の有効期間    年  月  日から   年  月  日まで 

設 置 地   

受 検 希 望 日             年      月      日 

参 考 事 項   

     年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

  

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の(  )内には、クレーン、移動式クレーン、デリック又はエレベーターの別を記入すること。 

  2 「検査証の有効期間」の欄は、検査証に記載されている最後の有効期間を記入すること。 

  3 移動式クレーンで設置地と受検地が異なる場合にあつては、「受検希望日」の欄に受検地を併記すること。 

  4 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  5 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
１
２
号
（
第
４
４
条
、
第
８
５
条
、
第
１
２
９

条
、
第
１
６
３
条
、
第
１
９
７
条
関
係
）

様式第12号(第44条、第85条、第129条、第163条、第197条関係) 

(     )変 更 届 

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

設 置 地   検 査 証 番 号  第      号 

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重又は積載荷重 t 

変 更 す る 部 分   

変 更 の 理 由   

変更工事を行う者の名称
及び所在地 

電話   (   )     

変更工事着手予定年月日 年    月    日     変更工事完了予定年月日 年    月    日     

     年  月  日 

事業者職氏名                   

   労働基準監督署長殿 

 

 備考 表題の(  )内には、クレーン、移動式クレーン、デリツク、エレベーター又は建設用リフトの別を記入すること。 

様
式
第
１
３
号
（
第
４
５
条
、
第
８
６
条
、
第
１
３
０

条
、
第
１
６
４
条
、
第
１
９
８
条
関
係
）

様式第13号(第45条、第86条、第130条、第164条、第198条関係) 

(     )変 更 検 査 申 請 書 

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重又は積載荷重 t 

変 更 届 提 出 年 月 日 年   月   日 検 査 証 番 号   第            号 

受 検 地 電話   (   )     

受 検 希 望 日 年   月   日 参 考 事 項   

     年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

  

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の(  )内には、クレーン、移動式クレーン、デリツク、エレベーター又は建設用リフトの別を記入すること。 

  2 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  3 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 
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様
式
第
１
４
号
（
第
４
９
条
、
第
９
０
条
、
第
１
３
４

条
、
第
１
６
８
条
関
係
）

様式第14号(第49条、第90条、第134条、第168条関係) 

(     )使 用 再 開 検 査 申 請 書 

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重又は積載荷重   

検 査 証 番 号  第          号 検 査 証 の 有 効 期 間 年 月 日から 年 月 日まで 

設 置 地   

受 検 希 望 日             年      月      日 

休 止 し て い た 期 間      年    月    日から    年    月    日まで 

参 考 事 項   

       年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の(  )内には、クレーン、移動式クレーン、デリツク又はエレベーターの別を記入すること。 

  2 「検査証の有効期間」の欄は、検査証に記載されている最後の有効期間を記入すること。 

  3 移動式クレーンで設置地と受検地が異なる場合にあつては、「受検希望日」の欄に受検地を併記すること。 

  4 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  5 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
１
５
号
（
第
５
５
条
関
係
）

様式第15号(第55条関係) 

移動式クレーン製造検査申請書 

種 類 及 び 型 式   つ り 上 げ 荷 重 t 

製造許可年月日及び番号 年    月    日  第    号(      ) 

受 検 地 電話   (   )     

受 検 希 望 日 年   月   日 参 考 事 項   

       年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

   都道府県労働局長殿 

 備考 

  1 「製造許可年月日及び番号」の欄の(  )内には、既に製造許可を受けている移動式クレーンと型式が同一である移動式クレーンにつ

いて、その旨を注記すること。 

  2 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  3 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
１
６
号
（
第
５
５
条
関
係
）

f0000190\Y0000016 

様式第16号(第55条関係) 

移 動 式 ク レ ー ン 明 細 書 

事業の種類   種類及び型式   つり上げ荷重 t   

設 置 地 

(電話    ) 

定

格 

作 業 半 径 m m m m m m m 

定 格 荷 重 t t t t t t t 

定

格

速

度 

つり上げ   m／s               

設 置 者   
起 伏   m／s               

旋 回  rad／s               

構

造 

ジブの最大
長 さ 

m 
走 行   m／s               

用
範
囲 

ジ
ブ
の
使 

傾斜角の
範 囲 

度～     度 
                

旋回限度 度 
                

最大作業
半 径 

m 

ワ

イ

ヤ

ロ

ー

プ 

  構 成 直 径 

ド

ラ

ム

及

び

シ

ー

ブ 

  用 途 直 径 

アウトリガ 有      無 
巻上げ用   mm 

ドラム   

mm 

台 車   
起 伏 用   mm 

伸 縮 用   mm 

走 行 装 置 クローラ  ホイール 
旋 回 用   mm 

シーブ   

mm 

継ぎジブの
それぞれの
長 さ と 数 

mもの     本 
mもの     本 
mもの     本 

    

f0000190\Y0000016 

原

動

機 

種 類       
安全装置の種類
及び性能 

  
ブレーキの
種類、性能
及び用途 

  

  

定 格 出 力 Kw Kw Kw 

用 途       

つり具及び
その重量 

フ ッ ク  グラブバケット  リフチングマグネット  その他(   ) 
 (    t)   (    t)    (       t)   (     t) 

※
検

査

済

印 

  

60
mm
 

製造者及び
製造年月日 

年     月     日製造 

備 考   
※検査員官職氏名印   

  

  60mm 

 備考 

  1 「つり具及びその重量」の欄は、該当する事項に〇印を付し、重量をその下の( )内に記入すること。「その他」に〇印を付したとき

は、その右の( )内につり具の名称を記入すること。 

  2 「備考」の欄は、特殊な材料を使用すること、特殊な構造とすること、つりチェーンを使用することその他参考となる事項を記入する

こと。 

  3 ※印を付してある欄は、記入しないこと。 
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様
式
第
１
７
号
（
第
５
５
条
、
第
５
７
条
関
係
）

f0000190\Y0000017 

様式第17号(第55条、第57条関係) 

  

局   名   番       号 

 備考 

  1 局名は、都道府県の頭文字1字とすること。ただし、次の各県については、それぞれに掲げる文字とする。福井県は福井、山梨県は山

梨、山口県は山口、愛媛県は愛媛、福岡県は福岡、長崎県は長崎、大分県は大分、宮崎県は宮崎 

  2 番号は、製造検査又は使用検査の番号とすること。 

  3 文字及び数字の大きさは、縦9mm、横7mmとし、文字及び数字の太さは、0.5mmとすること。 

様
式
第
１
８
号
（
第
５
５
条
関
係
）

f0000190\Y0000018 

様式第18号(第55条関係) 

      

 備考 中央の空白部には、製造検査の刻印番号を記入すること。 

様
式
第
１
９
号
（
第
５
７
条
関
係
）

様式第19号(第57条関係) 

移動式クレーン使用検査申請書 

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重 t 

当該移動式クレーンの経歴の概要   

受 検 地 電話   (   )     

受 検 希 望 日 年     月     日      参 考 事 項   

     年  月  日 

  

収 入

印 紙 

申請者 
住 所            

氏 名            

  

   都道府県労働局長殿 

 備考 

  1 「参考事項」の欄は、申請者において記入しないこと。 

  2 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 

様
式
第
２
０
号
（
第
５
７
条
関
係
）

f0000190\Y0000020 

様式第20号(第57条関係) 

      

 備考 中央の空白部には、使用検査の刻印番号を記入すること。 

27



様
式
第
２
１
号
（
第
５
９
条
関
係
）

様式第21号(第59条関係) 

(表面)   (裏面) 

  第  号  移動式クレーン検査証 

  

日 付 記 事 欄 
検 査 者
氏 名 

製造検査又は使用検
査申請者名及び住所 

  年 
月  日 

    

設 置 地 

  年 
月  日 

    
  

年 
月  日 

      

事 業 の 名 称 

  年 
月  日 

    
  

年 
月  日 

      

種 類 及 び 型 式   年 
月  日 

    
つ り 上 げ 荷 重 t 

年 
月  日 

    
製造検査又は使用検
査の刻印番号 

  
年 

月  日 
    

有 効 期 間 
検査者
氏 名 

有 効 期 間 
検査者
氏 名 

年 
月  日 

    

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月  日 
    

年 
月  日 

    年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月  日 
    年 月 日から 

年 月 日まで 
  

年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 

月  日 
年 

月  日 

    
年 月 日から 
年 月 日まで 

  
年 月 日から 
年 月 日まで 

  年 
月  日 

年 
月  日 

    

   年  月  日 
都道府県労働局長 印 

年 
月  日 

年 
月  日 

    

 

様
式
第
２
２
号
　
削
除

様
式
第
２
３
号
（
第
９
６
条
関
係
）

様式第23号(第96条関係) 

デ リ ッ ク 設 置 届 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重 t 

製造許可年月日及び番号          年    月    日   第      号(          ) 

設置工事を行う者の名称
及び所在地 電話   (   )    

設置工事落成
予 定 年 月 日 

      年    月    日 

土木、建築等の工事の作業
に用いるデリックについ
て、同一の作業場において
移設する必要がある場合
は、その理由及び移設予定
時期 

  

     年  月  日 

事業者職氏名                   

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 

  2 「製造許可年月日及び番号」の欄の(  )の内には、既に製造許可を受けているデリックと型式が同一であるデリックについて、その

旨を注記すること。 

  3 土木、建築等の工事の作業に用いるデリックについて、同一の作業場内において移設する必要があり、かつ、当該移設する箇所を予定

することができる場合には、当該移設に係る位置を示す図面を添えること。 

様
式
第
２
４
号
（
第
９
６
条
関
係
）

f0000190\Y0000023 

様式第24号(第96条関係) 

デ リ ツ ク 明 細 書 

事業の種類   種類及び型式   つり上げ荷重 t 

設 置 地 (電話    ) 
定

格 

荷
重 

定
格 

作 業 半 径   m m m m m 

設 置 者   荷 重 t t t t t t 

構

造 

マストの長さ m 
定 格 速 度 

巻 上 げ 起 伏 旋 回 

ブームの長さ m m／s rad／s rad／s 

使

用

範

囲 

ブ

ー

ム

の 

傾斜角の

範 囲 
度～    度 

ワ

イ

ヤ

ロ

ー

プ 

  構 成 直 径 ド
ラ

ム
及
び
シ
ー

ブ 

  用 途 直 径 

旋回限度 度 巻 上 げ 用   mm 
ド ラ ム   

mm 
最 大

作業半径 
m 起 伏 用   mm 

旋 回 用   mm 
シ ー ブ   

mm 

控 え の 構 造   

ガイロープ   mm 原

動

機 

種 類       

定 格 出 力 Kw Kw Kw 安全装置の
種類及び性
能 

  
ブレーキの
種類、性能及
び用途 

  
用 途       

つり具及び

その重量 

フック 

(  t) 

グラブバケ
ット 

(  t) 

リフチング
マグネット 

(  t) 

その他( ) 

(  t) 

基

礎 

  
製造者及び
製造年月日 

年     月     日製造 

備 考   

 備考 
  1 「つり具及びその重量」の欄は、該当する事項に〇印を付し、重量をその下の( )内に記入すること。「その他」に〇印を付したとき

は、その右の( )内につり具の名称を記入すること。 

  2 「備考」の欄は、特殊な材料を使用することその他参考となる事項を記入すること。 

様
式
第
２
５
号
（
第
１
０
１
条
関
係
）

様式第25号(第101条関係) 

デ リ ッ ク 設 置 報 告 書 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 
電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   つり上げ荷重 t 

マ ス ト の 長 さ m ブームの長さ m 設置予定年月日 年   月   日     

     年  月  日 

報告者 氏 名    

   労働基準監督署長殿 

 備考 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 
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様
式
第
２
６
号
（
第
１
４
０
条
関
係
）

様式第26号(第140条関係) 

エ レ ベ ー タ ー 設 置 届 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   積 載 荷 重 t 

製造許可年月日及び番号         年    月    日   第      号(   ) 

設置工事を行う者の名称及び

所在地 電話   (   )    

設置工事落成
予定年月日 

年   月   日     

      年  月  日 

事業者職氏名                  

    労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 

  2 「製造許可年月日及び番号」の欄の(  )内には、既に製造許可を受けているエレベーターと型式が同一であるエレベーターについて、

その旨を注記すること。 

様
式
第
２
７
号
（
第
１
４
０
条
関
係
）

f0000190\Y0000026 

様式第27号(第140条関係) 

エ レ ベ ー タ ー 明 細 書 

事 業 の 種 類   種 類 及 び 型 式   

積 載 荷 重 t 

設 置 地 

(電話      ) 揚 程 m 

設 置 者   定 格 速 度 m／s 

構

造 

搬器及び昇降装
置の構造 

  

巻上げ用ワイヤロー
プの構成及び直径 

mm 

シ
ー
ブ 

用途       原
動
機 

種類   

直径 mm mm mm 
定格
出力 

Kw 

カウンターウエ
イトの構造及び
重量 

  安全装
置の種
類及び
性能 

  

昇 降 路 の 概 要   

ブレーキの種類及び
性能 

  

製造者及び
製造年月日 年  月  日製造  

備 考   

  

様
式
第
２
８
号
（
第
１
４
３
条
関
係
）

様式第28号(第143条関係) 

(表面) 

  

(裏面) 

 第    号     エレベーター検査証 日 付 記 事 欄 
検査者
氏 名 

設 置 地   
年 

月 日 
    

事 業 の 名 称   
年 

月 日 
    

種 類 及 び 型 式   
年 

月 日 
    

積 載 荷 重 t 
年 

月 日 
    

有 効 期 間 
検査者
氏 名 

有 効 期 間 
検 査 者
氏 名 

年 
月 日 

    

年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年 

月 日 
    

年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年 

月 日 
    

年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年 

月 日 
    

年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年 

月 日 
    

年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年  月  日から 
年  月  日まで 

  
年 

月 日 
    

  年  月  日 

労働基準監督署長 印 

年 
月 日 

    

年 
月 日 

    

 

様
式
第
２
９
号
（
第
１
４
５
条
、
第
２
０
２
条
関
係
）

様式第29号(第145条、第202条関係) 

(      )設 置 報 告 書 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 
電話   (   )     

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   

積 載 荷 重 t 設置予定年月日 年    月    日     

製 造 者 名   製 造 年 月 日 年    月    日     

      年  月  日 

報告者 氏 名   

  労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 表題の(  )内には、エレベーター又は簡易リフトの別を記入すること。 

  2 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 
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様
式
第
３
０
号
（
第
１
７
４
条
関
係
）

様式第30号(第174条関係) 

建 設 用 リ フ ト 設 置 届 

事 業 の 種 類   

事 業 の 名 称   

事 業 の 所 在 地 電話   (   )    

設 置 地   

種 類 及 び 型 式   積 載 荷 重 t 

製造許可年月日及び番号           年       月       日     第       号(       ) 

設置工事を行う者の名称
及び所在地 

電話   (   )    

設置工事落成予定年月日 年   月   日      廃 止 予 定 年 月 日 年   月   日      

      年  月  日 

事業者職氏名                     

   労働基準監督署長殿 

 備考 

  1 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類(中分類)による分類を記入すること。 

  2 「製造許可年月日及び番号」の欄の( )内には、既に製造許可を受けている建設用リフトと型式が同一である建設用リフトについて、

その旨を注記すること。 

様
式
第
３
１
号
（
第
１
７
４
条
関
係
）

f0000190\Y0000030 

様式第31号(第174条関係) 

建 設 用 リ フ ト 明 細 書 

設 置 者   

種 類 及 び 型 式   
ガイドレール(昇降路を
有するものにあつては、
昇降路)の高さ 

m 

積 載 荷 重 t 定 格 速 度 m/s 

構

造 

ガイドレール又
は昇降路の構造 

  

巻上げ用ワイヤロープの
構成及び直径 

  

ウインチのドラムの直径 mm 

控えの構成及び
材料 

  

シ

ー

ブ 

用 途       
原
動
機 

種 類   

直 径 mm mm mm 
定 格
出 力 

KW 

搬 器 の 概 要   
ブレーキの種類
及び性能 

  基 礎   

備 考   

  

様
式
第
３
２
号
（
第
１
７
７
条
関
係
）

f0000190\Y0000031 

様式第32号(第177条関係) 

    第      号          建 設 用 リ フ ト 検 査 証 

設 置 地   

事 業 の 名 称   

種 類 及 び 型 式   

積 載 荷 重 t ガイドレール昇降路の高さ m 

廃 止 予 定 年 月 日                        年         月         日 

有 効 期 間     廃止の日まで 検 査 者 印   

記 事   

      年  月  日 

労働基準監督署長 印 
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